
今
月
の
主
な
内
容

C
o
n
te
n
ts ２４５６8918192426

　

普
段
は
静
か
な
山
間
集
落
に
、
今
年

も
元
気
な
笑
い
声
が
こ
だ
ま
し
ま
し
た
。

　

４
月
24
日（
日
）、竹
屋
敷
活
性
化
協
議

会
、西
富
山
区
長
会
の
主
催
で
13
回
目
の

〝
あ
め
ご
ま
つ
り
〞
が
竹
屋
敷
地
区
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
会
場
に
訪
れ
た
の
は
約
２
０

０
人
。地
区
住
民
の
お
も
て
な
し
、あ
め

ご
釣
り
、つ
か
み
ど
り
、そ
の
他
の
ア
ト

ラ
ク
シ
ョ
ン
を
通
し
て
、
た
く
さ
ん
の

交
流
が
生
ま
れ
ま
し
た
。

　

詳
し
く
は
、12
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

し
ま
ん
と
市
民
祭 

参
加
者
募
集

市
産
材
利
用
促
進
事
業

国
民
健
康
保
険
税
の
税
率
変
更

特
集
‥
デ
マ
ン
ド
交
通
〝
ふ
れ
愛
号
〞
　

四
万
十
農
園
あ
ぐ
り
っ
こ 

研
修
生
募
集   

わ
が
ま
ち
デ
ザ
イ
ン
列
車
、
バ
ス 

保
健
カ
レ
ン
ダ
ー

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

幸
徳
秋
水
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

ね
ん
き
ん
だ
よ
り

▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼
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ト
ン
ボ
自
然
公
園「
花
菖
蒲
の
宴
」
紫
陽
花
の
巻「
紫
陽
花
の
宴
」

ト
ン
ボ
自
然
公
園「
花
菖
蒲
の
宴
」
紫
陽
花
の
巻「
紫
陽
花
の
宴
」

ト
ン
ボ
自
然
公
園「
花
菖
蒲
の
宴
」

　

春
の
一
日
、
満
開
の
〝
花
菖
蒲
〞
の
中

を
の
ん
び
り
散
策
し
ま
せ
ん
か
。

　

日
　

時

　

５
月
28
日（
土
）  

10
時
〜
15
時

　

※

雨
天
中
止（
小
雨
決
行
）

場
　

所
　

ト
ン
ボ
自
然
公
園
内

　
　
　
　
　
　

（
具
同
８
０
５
５
ー
５
）

催
し
物

●
臨
時
観
光
案
内

●
か
わ
ら
っ
こ
市

●
ト
ン
ボ
自
然
公
園
花
ガ
イ
ド

　

（
10
時
〜
、15
時
〜
）

　

参
加
料
‥
無
料

●
生
き
物
探
し
ゲ
ー
ム（
11
時
〜
）

・
参
加
料
‥
１
組
５
０
０
円

・
３
人
１
組
の
20
組(

合
計
60
人)

先
着

・
景
品
あ
り(

数
に
限
り
あ
り)

●
ト
ン
ボ
王
国
道
草
ク
イ
ズ（
13
時
〜
）

・
参
加
料
‥
１
組
５
０
０
円

　

※

生
き
物
探
し
ゲ
ー

　
　

ム
に
参
加
し
た
人

　
　

は
無
料

・
３
人
１
組
の
20
組

　

(

合
計
60
人)

先
着

・
景
品
あ
り

　

（
数
に
限
り
あ
り
）

【
ゲ
ー
ム
に
つ
い
て
の
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
】

四
万
十
川
学
遊
館 

☎（
３
７
）４
１
１
１ 　

田
園
風
景
を
彩
る

〝
あ
じ
さ
い
と
水
車
〞

は
素
朴
な
懐
か
し
い
風

景
で
す
。

日
　

時
　

６
月
４
日

（
土
）  

10
時
〜
15
時
　

　
　
　
　

※

雨
天
決
行

場
　

所
　

安
並
水
車
の
里
公
園

催
し
物

　

野
点
、
四
ケ
村
地
域
物
産
販
売
（
秋
田
地

　

区
他
）、か
わ
ら
っ
こ
市
、竹
水
車
の
製
作

　

と
水
路
へ
の
設
置
、
子
供
遊
び
コ
ー

　

ナ
ー
、臨
時
観
光
案
内
な
ど

・
紫
陽
花
〝
夢
灯
り
の
小
径
〞

　

灯
籠
に
よ
る
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ（
19
時
〜
21
時
）

<

臨
時
駐
車
場>

　

後
川
左
岸
の
堤
防
上
駐
車
場

　

（
市
街
地
よ
り
後
川
橋
通
過
後
す
ぐ
左
折
）

※

入
り
口
係
員
の
指
示
に
従
っ
て
く
だ
さ
い
。

<

交
通
規
制>

　

水
車
の
里
へ
の
進
入
道
路
（
市
道
）
は
車

　

両
通
行
禁
止
予
定
。

※

農
作
業
用
車
両
な
ど
は
除
く
。

四
万
十
川 

花
絵
巻　
　

主
　

催
‥
四
万
十
市
観
光
振
興
連
絡
会
議

紫
陽
花
の
巻「
紫
陽
花
の
宴
」

●
問
い
合
わ
せ
先
　

（
社
）四
万
十
市
観
光
協
会 

☎（
３
５
）４
１
７
１

　しまんと市民祭実行委員会では、各種イベントへの参加者を募集しています。踊り・提灯台パレード参加団体
には補助制度もあります。お問い合わせなどについては事務局までご連絡ください。

●なかむら踊り・しまんと提灯台パレード
　参加団体（踊り子、提灯台担ぎ手）
　団体募集締切　6月17日（金）

●第61回 全日本女郎ぐも相撲大会
　中学生以下の参加者
　8月7日（日）当日受付 9時～10時

●ストリートパフォーマンス（郷土芸能大会）
　花火大会でパフォーマンスなどを行える団体または個人
　募集締切　8月5日（金）

しまんと市民祭 ～まつり囃子しまんと～第７回

※時間等については、若干変更の場合があります。

■問い合わせ・申込先■　しまんと市民祭実行委員会事務局　（市）観光課内 ☎（34）1783（直通）

東日本大震災に係る義援金の状況(４月25日現在)

※募金箱の設置および社会福祉協議会での取り扱いについては、継続しておりま
すので、引き続きご協力をお願いします。

庁
舎
駐
車
場
に
被
災
地
支
援
を
呼
び
か
け

る
懸
垂
幕
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

区　分

四万十市関係施設募金箱（16箇所）

四万十市社会福祉協議会取扱分

　　うち区長取り扱い分

　　うちその他団体・個人

四万十市・市議会からの義援金

合　　計

金　額

４４０，４０７円

１０，９０９，０５６円

８，３３３，５７６円

２，５７５，４８０円

３，６００，０００円

１４，９４９，４６３円

問 

（
市
）総
務
課 

防
災
対
策
係 

　
　

☎（
３
５
）２
０
４
４

平
成
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５
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3
月
16
日
〜
４
月
15
日

３
月
16
日
　

農
地
・
水
環
境
保
全
向
上
対
策
事
業
活

　
　
　
　
　

動
組
織
合
同
研
修
会

　
　
　
　
　

青
さ
の
り
津
波
被
害
視
察

　
　

17
日
　

３
月
定
例
議
会
閉
会

　
　

18
日
　

庁
内
人
事
異
動
記
者
発
表

　
　

19
日
　

医
師
確
保
業
務（
京
都
市
、大
阪
市)

〜
20
日

　
　

22
日
　

三
里
地
区
要
望
受

　
　
　
　
　

小
京
都
町
並
意
匠
家
屋
表
彰
式

　
　

23
日
　

デ
マ
ン
ド
交
通「
ふ
れ
愛
号
」出
発
式

　
　
　
　
　

医
師
確
保
業
務（
高
知
市
、南
国
市
）

　
　

24
日
　

西
土
佐
地
域
審
議
会

　
　

27
日
　

ひ
か
り
乳
幼
児
保
育
園
20
周
年
・
増
改

　
　
　
　
　

築
完
成
祝
賀
会

　
　

28
日
　

消
防
組
合
議
会
、環
境
施
設
組
合
議
会

　
　
　
　
　

東
日
本
災
害
支
援
職
員
出
発
式

　
　
　
　
　

四
万
十
川
財
団
理
事
会

　
　

29
日
　

四
万
十
ヒ
ノ
キ
の
家
落
成
式

　
　

30
日
　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム「
光
優
」落
成
式

　
　

31
日
　

有
岡
、蕨
岡
地
区
区
長
会
要
望
受

４
月
１
日
　

辞
令
交
付
式

　
　

４
日
　

東
日
本
災
害
支
援
職
員
出
発
式

　
　

６
日
　

串
江
地
区
要
望
受

　
　

７
日
　

蕨
岡
小
学
校
入
学
式

　
　
　
　
　

医
師
確
保
業
務（
佐
川
町
）

　
　

８
日
　

四
万
十
川
清
流
保
全
基
金
へ
の
寄
付
受

　
　
　
　
　

領
及
び
感
謝
状
贈
呈
式

　
　

10
日
　

春
季
市
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
開
会
式

　
　
　
　
　

四
万
十
の
日
船
上
結
婚
式

　
　

11
日
　

四
万
十
青
さ
の
り
給
食
試
食
会（
中
村
南
小
）

　
　

12
日
　

交
通
安
全
指
導
員
委
嘱
式

　
　

13
日
　

Ｊ
Ｒ
予
土
線
利
用
促
進
対
策
協
議
会
総
会

　
　

14
日
　

医
師
確
保
業
務（
南
国
市
、安
芸
市
）

　
　
　
　
　

県
市
長
会
、知
事
と
の
意
見
交
換
会（
室
戸
市
）

　
　

15
日
　

県
市
長
会
議（
同
）

　
　
　
　
　

医
師
確
保
業
務（
高
知
市
）

　

高
知
県
市
長
会（
11
市
で
構
成
、会
長
・
高
知

市
長
）
は
定
例
会
議
を
年
2
回
開
催
。
春
は
国
、

秋
は
県
へ
の
要
望
事
項
の
取
り
ま
と
め
を
、主

要
議
題
と
し
て
い
ま
す
。

　

４
月
15
日
、室
戸
市
で
開
か
れ
た
会
議
は
異

例
で
し
た
。
東
日
本
大
震
災
を
受
け
て
、
前
日

午
後
に
集
合
、尾
崎
知
事
と
の
南
海
地
震
対
策

意
見
交
換
会
が
設
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
地
震
が
未
曾
有
の
規
模
で
あ
っ
た

こ
と
か
ら
、各
市
と
も
近
い
将
来
予
想
さ
れ
る

南
海
地
震
へ
の
現
行
の
対
策
を
、県
と
連
携
し

て
見
直
す
こ
と
は
喫
緊
の
課
題
で
す
。

　

県
は
抜
本
的
な
見
直
し
を
行
な
う
こ
と
を

す
で
に
表
明
し
て
お
り
、今
後
は
各
市
町
村
の

地
形
や
構
築
物
と
い
っ
た
県
で
は
情
報
収
集

が
困
難
な
部
分
等
に
つ
い
て
、一
緒
に
な
っ
て

対
策
を
つ
く
っ
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

本
市
か
ら
は
、次
の
４
点
を
県
に
要
望
し
ま

し
た
。

一
．
現
行
の
津
波
浸
水
予
測
図
、
沿
岸
部
防
潮

　

堤
等
の
津
波
対
策
を
、東
海
・
東
南
海
・
南
海

　

の
３
連
動
地
震
規
模
に
見
直
す
。

二
．
住
宅
耐
震
化
制
度
の
拡
充
を
図
り
、
補
助

　

事
業
を
充
実
さ
せ
る
。

三
．自
主
防
災
組
織
の
設
立
支
援
の
継
続
と
活

　

動
支
援
を
拡
大
・
拡
充
さ
せ
る
。

四
．東
日
本
被
災
地
へ
の
職
員
派
遣
等
の
人
的

　

支
援
は
、情
報
、対
応
、調
整
窓
口
を
県
に
一

　

本
化
す
る
。

　

「
自
分
の
命
は
自
ら
守
る
」
。
本
市
で
は
、
地

盤
が
弱
く
、建
物
倒
壊
で
過
去
に
多
大
な
犠
牲

を
だ
し
て
い
る
旧
中
村
町
内
に
お
い
て
、住
宅

耐
震
化
が
特
に
重
要
で
す
。

　

昭
和
56
年
以
前
建
築
の
建
物
を
対
象
と
す

る
市
の
耐
震
補
助
制
度
は
、４
月
13
日
の
受
け

付
け
開
始
か
ら
申
し
込
み
が
集
中
。す
で
に
当

初
予
算
枠
を
超
え
ま
し
た
が
、今
後
も
補
正
予

算
を
組
み
、
対
応
を
し
ま
す
の
で
、
ま
ず
耐
震

診
断
か
ら
着
手
す
る
よ
う
、
強
く
訴
え
ま
す
。

総
務
課
防
災
対
策
係
に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

　

一
方
、
市
長
会
の
本
番
で
は
、
い
つ
も
通
り
、

国
へ
の
要
望
事
項
の
と
り
ま
と
め
を
行
な
い

ま
し
た
。事
前
に
各
市
か
ら
３
項
目
ま
で
要
望

を
提
出
。

　

本
市
か
ら
は
、次
の
３
点
を
提
案
し
ま
し
た
。

一
．市
町
村
国
保
に
対
す
る
財
政
基
盤
強
化
策

　

の
充
実
　

　

高
齢
化
の
進
展
や
医
療
の
高
度
化
等
に
伴

う
医
療
費
の
増
大
、ま
た
昨
今
の
経
済
不
況
に

伴
う
失
業
者
の
増
加
、被
保
険
者
の
所
得
の
減

少
等
に
よ
り
、市
町
村
国
保
の
運
営
は
限
界
に

達
し
て
い
る
。国
民
皆
保
険
の
基
盤
を
な
す
国

保
は
、本
来
国
の
責
任
に
よ
り
運
営
さ
れ
る
べ

き
も
の
で
あ
り
、国
庫
負
担
割
合
引
き
上
げ
な

ど
、
財
政
基
盤
強
化
策
の
拡
充
・
強
化
を
図
る

と
と
も
に
、実
効
あ
る
措
置
を
講
ず
る
べ
き
で

あ
る
。

二
．地
域
医
療
の
確
保
　
　

　

平
成
16
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
医
師
の
新
た

な
臨
床
研
修
制
度
の
影
響
等
に
よ
り
、地
方
の

公
立
病
院
で
は
医
師
が
急
速
に
不
足
し
て
お

り
、地
域
医
療
そ
の
も
の
が
崩
壊
の
危
機
に
さ

ら
さ
れ
て
い
る
。公
立
病
院
に
対
す
る
住
民
の

医
療
ニ
ー
ズ
は
大
き
く
、医
師
不
足
の
状
況
を

早
急
に
改
善
す
べ
き
で
あ
り
、国
に
お
い
て
は

具
体
的
な
施
策
を
早
急
に
講
じ
ら
れ
た
い
。ま

た
、厳
し
い
経
営
環
境
に
あ
る
自
治
体
病
院
へ

の
財
政
支
援
と
し
て
、
総
務
省
の
示
す
、
一
般

会
計
か
ら
の
繰
り
出
し
基
準
を
見
直
す
こ
と
。

三
．Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
へ
の
参
加
反
対

　

交
渉
に
参
加
す
れ
ば
、例
外
品
を
認
め
ず
全

品
目
の
関
税
を
撤
廃
す
る
意
思
表
示
を
す
る

必
要
が
あ
り
、価
格
競
争
力
の
弱
い
一
次
産
業

や
中
小
企
業
な
ど
に
と
っ
て
は
、大
き
な
脅
威

と
な
る
。
本
県
の
よ
う
な
、
農
林
業
が
中
心
の

地
方
経
済
に
と
っ
て
は
、そ
の
影
響
は
甚
大
で
、

一
歩
誤
る
と
地
域
崩
壊
、国
内
農
業
の
崩
壊
を

引
き
起
こ
し
か
ね
な
い
。
国
民
、
消
費
者
へ
の

食
料
安
定
供
給
を
は
じ
め
、わ
が
国
の
環
境
や

国
土
保
全
を
危
機
に
陥
れ
る
こ
と
に
な
る
。
　

　

こ
れ
ら
３
点
に
つ
い
て
は
、市
長
会
の
要
望

と
し
て
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

　

四
万
十
市
は
、
今
後
も
国
や
県
に
対
し
、
積

極
的
に
要
望
、提
案
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

市

長

会

日 

誌

市
長
談
話
室

市
長
談
話
室
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年
５
月
号

3



（　

中
村
会
場　

）
　

日
　

時
　

５
月
11
日（
水
） 

13
時
30
分
〜

　
　
　
　
　
　
　

場
　

所
　

市
立
中
央
公
民
館 

２
階 

大
会
議
室

（
西
土
佐
会
場
）
　

日
　

時
　

５
月
18
日（
水
） 

13
時
30
分
〜

　
　
　
　
　
　
　

場
　

所
　

西
土
佐
総
合
支
所 

２
階 

会
議
室

　
　
　

（
本
　
　

庁
） 

林
　
　

業
　
　

課  

☎（
３
４
）１
１
１
８
　

（
総
合
支
所
） 

西
土
佐
林
業
分
室  

☎（
５
２
）１
１
１
１

　

市
で
は
、新
た
に
建
築
さ
れ
る
住
宅
の
う
ち
、一
定
量
以
上
の
市
産
材

を
使
用
し
、所
定
の
条
件
を
満
た
し
た
住
宅
に
対
し
て
、市
産
材
の
購
入

費
用
の
一
部
を
、建
築
主
に
助
成
す
る
制
度
を
開
始
し
ま
す
。

　

申
請
の
受
付
開
始
は
６
月
１
日（
水
）か
ら
で
す
。

　

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

【
補
助
金
額
】

【
補
助
対
象
要
件
】

１
．市
内
に
住
所
を
有
す
る
人
、ま
た
は
市
内
に
住
所
を
有
す
る
こ
と
と
な
る
人

２
．市
内
に
新
築
ま
た
は
増
築
す
る
木
造
住
宅

３
．市
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と

４
．建
築
延
べ
面
積
50
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
で
あ
る
こ
と

５
．市
内
に
本
拠
を
置
く
建
築
業
を
営
む
も
の
に
依
頼
し
、建
築
さ
れ
る

　

  

住
宅
で
あ
る
こ
と

６
．１
坪(

3.3
㎡)

当
た
り
0.4
立
方
メ
ー
ト
ル
以
上
の
市
産
材
を
使
用
す
る
こ
と

７
．着
工
前
に
事
業
に
関
す
る
申
請
を
行
う
こ
と

　

当
事
業
の
補
助
対
象
者
は
建
築
主
で
す
が
、実
際
に
建
築
工
事
を
す

る
市
内
の
大
工
、
工
務
店
等
の
皆
さ
ま
に
対
し
て
、
事
業
の
趣
旨
と
そ

の
内
容
に
つ
い
て
の
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ

い
。
　

■
木
造
住
宅
へ
最
大
１
５
０
万
円
の
補
助

■
市
内
の
大
工
、
工
務
店
等
の
皆
さ
ま
へ
の
事
業
説
明
会

１
坪(

3.3
㎡)

当
た
り
0.4
立
方
メ
ー
ト
ル
以
上

１
坪(

3.3
㎡)

当
た
り
0.5
立
方
メ
ー
ト
ル
未
満

１
坪(

3.3
㎡)

当
た
り
0.5
立
方
メ
ー
ト
ル
以
上

１
坪(

3.3
㎡)

当
た
り
0.6
立
方
メ
ー
ト
ル
未
満

１
坪(

3.3
㎡)

当
た
り
0.6
立
方
メ
ー
ト
ル
以
上

80
万
円

１
１
０
万
円

１
５
０
万
円

市
産
材
使
用
量

補
助
金
額
の
上
限（
１
戸
あ
た
り
）

市
産
材
利
用
促
進
事
業

　

３
月
29
日
（
火
）
、
四
万
十
ヒ
ノ
キ
を
ふ
ん
だ

ん
に
使
っ
た
「
宿
泊
体
験
型
モ
デ
ル
ハ
ウ
ス 

四

万
十
ヒ
ノ
キ
の
家
」
の
落
成
式
が
田
出
ノ
川
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

式
典
に
は
、市
長
を
は
じ
め
、地
元
の
皆
さ
ま
、

工
事
関
係
者
等
が
出
席
し
、
工
事
経
過
報
告
や
、

市
長
か
ら
関
係
業
者
へ
の
感
謝
状
贈
呈
な
ど
の

セ
レ
モ
ニ
ー
の
あ
と
、
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
と
見
学

会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

４
月
１
日
の
オ
ー
プ
ン
以
来
、
市
内
外
か
ら

多
数
ご
来
客
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

宿
泊
体
験
型
モ
デ
ル
ハ
ウ
ス

四
万
十
ヒ
ノ
キ
の
家
落
成

●
問
い
合
わ
せ
先
●
　

大
川
筋
地
域
振
興
組
合
　

☎（
3
1
）8
4
0
0

見
　

学

宿
泊
体
験

催
　

事

開
館
時
間

休
館
日

無
料

　

  

１
人
か
ら
４
人
ま
で
　

２
０
０
０
０
円

　

  

４
人
を
超
え
る
７
人
ま
で
の
１
人
に
つ
き
３
０
０
０
円

１
時
間
当
た
り
　

１
０
０
０
円

９
時
〜
17
時

　

※

宿
泊
体
験
者
が
い
る
場
合
は
、９
時
30
分
〜
16
時

毎
週
月
曜
日（
月
曜
日
が
祝
日
の
場
合
、そ
の
翌
日
）

12
月
29
日
〜
翌
年
１
月
３
日

1 泊

　

奥
屋
内
産
の
天
然
ヒ
ノ
キ
（
樹
齢
推
定

3
0
0
年
）
の
切
株
で
作
っ
た
テ
ー
ブ
ル

を
市
役
所
１
階
ロ
ビ
ー
に
設
置
し
ま
し
た
。

　

昭
和
60
年
に
地
区
の
方
々
よ
り
奥
屋
内

小
学
校
に
寄
贈
さ
れ
た
も
の
で
、
小
学
校

の
閉
校
に
伴
い
、
奥
屋
内
分
館
を
窓
口
と

し
て
、
同
地
区
の
皆
さ
ま
の
ご
好
意
に
よ

り
市
役
所
に
移
さ
れ
た
も
の
で
す
。

樹
齢
3
0
0
年
四
万
十
ヒ
ノ
キ
　

　
　

テ
ー
ブ
ル
を
設
置
し
ま
し
た

●
問
い
合
わ
せ
先
●

平
成
23
年
５
月
号
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子
ど
も
手
当
は
、
平
成
23
年
4
月
〜
9
月
ま
で
の
6
カ

月
間
、こ
れ
ま
で
と
同
じ
月
額
1
3
，0
0
0
円
で
引
き
続

き
支
給
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

●
支
給
金
額
　

　

子
ど
も
１
人
に
つ
き
月
額
1
3
，0
0
0
円

●
支
給
対
象
と
な
る
子
ど
も
　

　

0
歳
か
ら
中
学
校
卒
業
ま
で

　

（
0
歳
か
ら
15
歳
に
な
っ
た
後
の
最
初
の
3
月
31
日
ま
で
）

●
支
給
日
　

　

平
成
23
年
6
月
10
日（
平
成
23
年
2
月
分
〜
5
月
分
）

　

平
成
23
年
10
月
12
日（
平
成
23
年
6
月
分
〜
9
月
分
）

ご
注
意
く
だ
さ
い

　

次
に
あ
て
は
ま
る
人
は
、認
定
請
求
手
続
き
が
必
要
で
す
。

　

①
出
生
な
ど
に
よ
り
、
新
た
に
養
育
す
る
子
ど
も
が
で

　
　

き
た
人

　

②
す
で
に
受
給
し
て
い
て
、
出
生
な
ど
に
よ
り
養
育
す

　
　

る
子
ど
も
が
増
え
た
人

　

③
他
の
市
町
村
か
ら
四
万
十
市
へ
転
入
し
て
き
た
人

※
す
で
に
受
給
し
て
い
て
、
支
給
対
象
と
な
る
子
ど
も
の

　

数
に
変
更
が
な
い
人
は
手
続
き
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
平
成
23
年
6
月
の
現
況
届
は
不
要
で
す
。

　

（
た
だ
し
、
10
月
に
届
け
出
・
申
請
な
ど
が
必
要
と
な
る

　

こ
と
が
あ
り
ま
す
）

●
問
い
合
わ
せ
先
●
　

（
本
　
　

庁
）福
祉
事
務
所 

家
庭
福
祉
係

　

0（
3
4
）1
8
0
1

（
総
合
支
所
）福
祉
事
務
所 

西
土
佐
福
祉
分
室（
保
健
課
内
） 

　

0（
5
2
）1
1
3
2

　

本
市
の
国
保
事
業
は
、
高
齢
化
の
進
展
や
医
療
の

高
度
化
な
ど
に
よ
る
医
療
費
の
増
加
や
、
後
期
高
齢

者
支
援
金
（
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
を
支
援
す
る
も

の
）、介
護
納
付
金（
介
護
給
付
費
に
充
て
る
も
の
）の

負
担
増
な
ど
に
よ
り
非
常
に
厳
し
い
財
政
運
営
が
続

い
て
い
ま
す
。

　

平
成
19
、
20
年
度
を
除
く
各
年
度
の
単
年
度
収
支

が
赤
字
と
な
っ
て
お
り
、
基
金
を
取
り
崩
す
こ
と
で
、

加
入
者
負
担
へ
の
影
響
を
抑
え
て
き
ま
し
た
が
、
平

成
22
年
度
で
基
金
も
な
く
な
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
、

今
後
、
平
成
23
年
度
か
ら
は
毎
年
財
源
不
足
が
見
込

ま
れ
る
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
に
お
い
て
、
国
保
税
の
改
正
を

行
わ
な
け
れ
ば
、
毎
年
赤
字
額
が
増
加
し
て
い
く
こ

と
と
な
る
た
め
、厳
し
い
経
済
情
勢
の
な
か
、皆
さ
ま

に
は
負
担
増
と
な
り
ま
す
が
、
病
気
や
ケ
ガ
な
ど
の

と
き
に
安
心
し
て
医
療
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
や
む
を
得
ず
税
率
改
正
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

　

な
お
、今
回
の
改
正
に
あ
た
っ
て
は
、新
た
に
一
般

会
計
か
ら
１
，
８
５
３
万
円
の
支
援
を
行
う
こ
と
で
、

加
入
者
の
税
負
担
の
増
大
を
で
き
る
だ
け
抑
え
る
よ

う
に
努
め
た
う
え
で
、
税
率
改
正
を
お
願
い
す
る
こ

と
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

国
保
財
政
の
安
定
し
た
運
営
の
た
め
、
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
資
産
割
に
つ
い
て
は
、
給
与
所
得
者
や
年
金
受
給

　

者
な
ど
の
多
く
が
居
住
用
の
固
定
資
産
を
所
有
し
、

　

所
得
を
生
ま
な
い
固
定
資
産
を
対
象
に
資
産
割
が

　

課
税
さ
れ
て
い
る
現
状
等
を
勘
案
し
、
引
き
下
げ

　

を
行
い
ま
し
た
。な
お
、課
税
限
度
額
に
つ
い
て
は
、

　

別
途
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【問い合わせ先】
　国民健康保険の制度について

　（本庁）市民課 国保係 0（34）1114

国民健康保険税の課税について

（本庁）税務課 市民税係 0（34）1112　（総合支所）住民課 税務係 0（52）1111

子
ど
も
手
当
は
引
き
続
き

　
　
　
　

支
給
さ
れ
ま
す

平成23年度から国民健康保険税の税率が変わります

平成22年度まで

６ .５％

２６ .０％

１人につき　21 , 0 0 0円

１世帯につき15 , 0 0 0円

１ .９％

７ .０％

１人につき　5 , 7 0 0円

１世帯につき4 , 2 0 0円

２ .５％

１０ .０％

１人につき　9 , 0 0 0円

１世帯につき5 , 0 0 0円

所得割

資産割

均等割

平等割

所得割

資産割

均等割

平等割

所得割

資産割

均等割

平等割

医療給付費分

後期高齢者

支援金等分

介護納付金分

平成23年度から

７ .５％

２３ .０％

１人につき　22 , 0 0 0円

１世帯につき17 , 0 0 0円

２ .３５％

７ .０％

１人につき　6 , 7 0 0円

１世帯につき5 , 0 0 0円

２ .６％

８ .０％

１人につき　9 , 0 0 0円

１世帯につき5 , 0 0 0円

国
保
事
業
会
計
の
現
状

国
保
税
の
改
正
に
ご
理
解
を

平
成
23
年
５
月
号
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事前に予約が必要

デマンド交通“　　　　”運行中
　

高
齢
化
が
ま
す
ま
す
進
む
中
、
買
い
物
、

通
院
な
ど
高
齢
者
の「
生
活
の
足
」を
ど
う

確
保
す
る
か
。

　

そ
の
切
り
札
と
し
て
期
待
さ
れ
る
の
が

「
デ
マ
ン
ド
交
通
」で
す
。

　

電
話
で
予
約
す
る
と
家
の
近
く
ま
で
迎

え
に
き
て
く
れ
、
目
的
地
ま
で
乗
り
合
い

で
利
用
で
き
ま
す
。

　

市
で
は
、３
月
24
日
か
ら
、後
川
地
域
や

西
土
佐
地
域
の
一
部
で
デ
マ
ン
ド
交
通

〝
ふ
れ
愛
号
〞
の
運
行
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

運
行
開
始
か
ら
１
カ
月
。

　

今
回
は
、
利
用
方
法
や
運
行
の
様
子
な

ど
を
紹
介
し
ま
す
。

コ
ン
パ
ク
ト
で
や
さ
し
い
車
両

利
用
方
法

　

車
両
は
、中
村
地
域
に
１
台
、西
土
佐
地
域
に
３
台
配
備
さ

れ
定
員
は
９
人
で
す
。

　

薄
い
黄
色
の
車
体
に
は
大
き
く「
ふ
れ
愛
号
」と
表
示
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、出
入
口
に
は
ス
テ
ッ
プ
と
手
す
り
が
付
い
て
い
て
、

乗
り
降
り
の
補
助
と
な
り
ま
す
。

　

利
用
方
法
は
、決
し
て
難
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

事
前
登
録
を
済
ま
せ
た
あ
と
電
話
で
乗
降
場
所
や
時
間
を

予
約
す
る
だ
け
で
す
。

　

予
約
の
電
話
は
、西
土
佐
の
J
R
江
川
崎
駅
構
内
に
あ
る

受
付
セ
ン
タ
ー
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

複
数
の
予
約
が
あ
る
場
合
は
、最
短
の
経
路
が
決
め
ら
れ
、

順
番
に
利
用
者
の
方
を
送
迎
し
ま
す
の
で
、到
着
時
間
に
は

充
分
余
裕
を
持
っ
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
中
村
地
域

〔
86
才
　

男
性
　

田
野
川
　
　

市
民
病
院
〕

　

以
前
は
通
院
に
路
線
バ
ス
を
使
っ
て
い
た
が
、ふ
れ
愛
号

の
方
が
時
間
的
に
都
合
が
良
い
。買
い
物
や
銀
行
に
行
く
の

に
も
利
用
し
て
い
る
。予
約
は
自
分
で
し
て
い
る
し
不
便
は

な
い
。今
後
も
続
け
て
ほ
し
い
。

〔
86
才
　

女
性
　

口
鴨
川
　
　

ア
ピ
ア
さ
つ
き
前
〕

　

ふ
れ
愛
号
は
乗
り
や
す
く
、
不
便
な
こ
と
は
な
い
。
３
ヶ

月
に
１
回
の
市
民
病
院
の
通
院
や
、鍼
治
療
を
す
る
と
き
に

利
用
し
て
い
る
。特
に
困
っ
た
こ
と
は
な
い
。

■
西
土
佐
地
域

〔
80
才
　

女
性
　

大
宮
　
　

西
土
佐
診
療
所
〕

　

以
前
は
バ
ス
停
ま
で
歩
か
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、自
分
に
と

っ
て
は
そ
れ
が
負
担
と
な
っ
て
い
た
。ふ
れ
愛
号
は
自
宅
近

く
ま
で
迎
え
に
来
て
く
れ
る
の
で
助
か
っ
て
い
る
。

〔
75
才
　

女
性
　

津
野
川
　
　

江
川
崎
〕

　

ふ
れ
愛
号
に
な
っ
て
、１
日
に
利
用
で
き
る
本
数
が
増
え

た
の
で
利
用
し
や
す
く
な
っ
た
。

〔
80
才
　

女
性
　

江
川
　
　

Ｊ
Ｒ
江
川
崎
駅
〕

　

Ｊ
Ｒ
の
列
車
と
待
ち
合
わ
せ
が
長
い
時
間
帯
が
あ
る
の

で
改
善
を
検
討
し
て
も
ら
い
た
い
。

“ふれ愛号”予約受付センター

利
用
者
の
声

特集特集
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奥屋内
 

中半 

 

岩間 

 

 

 

下家地 

 

津野川

 

 

藤ノ川 
 

長生 

 

半家

江川
 

橘 

滝ノ下

藤ノ川

保健センター
JR江川崎駅

JR西ヶ方駅

留ヶ奈路

滝ノ下

藤ノ川

保健センター
JR江川崎駅

JR西ヶ方駅

留ヶ奈路

西ヶ方

江川﨑

中家地

茅生

須崎

大宮
 

薮ヶ市

津賀

用井

岩田
佐田

※中村市街地での乗降場所は、下記
の停留所に限定されます。

奥鴨川

口鴨川

板ノ川

若藤

田野川

敷地

利岡

中村市街地

市民病院

中村駅

中
村
エ
リ
ア
運
行
マ
ッ
プ

西
土
佐
エ
リ
ア
運
行
マ
ッ
プ

中
村
エ
リ
ア
運
行
マ
ッ
プ

西
土
佐
エ
リ
ア
運
行
マ
ッ
プ

発 経由 着

藤ノ川 江川崎駅 保健センター

６：３５ ７：０５ ７：１０

（午前） ８：３０～、１０：３０～

（午後）
１３：３０～、１５：３０～

１８：３０～

発 経由 着

保健センター 滝ノ下 保健センター

７：１０ ７：３３ ８：１３

（午前） ９：３０～、１１：３０～

（午後） １４：３０～、１７：００～

■朝１便目定時定路線運行

保健センター
発

口屋内（乗換） 中村駅
着着 発

６：５６ ７：３１ ７：３２ ８：１３

１３：１４ １３：４９ １３：５６ １４：３７

１６：４０ １７：１５ １７：１６ １７：５７

◇江川﨑 ⇒ 中村方面

発 経由 着

留ヶ奈路 西ケ方駅 保健センター

６：４５６：０５ ６：２４ ６：４２ ７：１２ ７：２９

発 経由 着

江川崎駅 津賀 留ヶ奈路

今
後
の
取
り
組
み

　

今
後
は
、「
四
万
十
市
地
域
公

共
交
通
活
性
化
協
議
会
」
な
ど

で
利
用
者
の
方
々
の
声
や
効
果

な
ど
を
し
っ
か
り
と
検
証
し
、

地
域
や
交
通
事
業
者
の
方
々
の

意
見
も
伺
い
な
が
ら
、
地
域
を

支
え
る
新
し
い
交
通
シ
ス
テ
ム

と
し
て
の
充
実
に
努
め
て
い
き

ま
す
。

　

地
域
に
お
い
て
は
、
多
く
の

方
に
ご
利
用
い
た
だ
き
、
い
ろ

ん
な
ご
意
見
を
お
寄
せ
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

（
本
　
　

庁
）企
画
広
報
課

　

☎（
３
４
）１
１
２
９

（
総
合
支
所
）地
域
企
画
課

　

☎（
５
２
）１
１
１
１

（停留所）

紺屋町、中村中学校前、市民

病院前、一条通、木俵病院、森

下病院、大橋通6丁目、中村警

察通、中村地方合同庁舎、ア

ピアさつき、太平寺通、幡多

病院、中村駅前通、中村駅

■デマンド運行

（午前）
７：００～
９：００～
１１：００

（午後）
１４：００～
１６：３０～

（午前）
８：００～
１０：００～

（午後）
１３：００～
１５：３０～
１７：３０～

後川エリア

行き （後川エリア⇒中村市街地）

帰り（中村市街地⇒後川エリア）

エリアを超えての移動について

■エリアを超えて利用される場合は、＋100円。

（例）乗車場所：奥鴨川（後川エリア）
　　降車場所：市民病院前（中村市街地）
　　利用料金：300円

※エリア内移動は１回 200円です。
（例）乗車場所：奥鴨川（後川エリア）
　　降車場所：利　岡（後川エリア）
　　利用料金：200円

エリアを超えての移動について

■エリアを超えて利用される場合は、＋100円。

（例）乗車場所：大宮（中部エリア）
　　降車場所：保健センター（共通エリア）
　　利用料金：300円

※エリア内移動は１回 200円です。
（例）乗車場所：大　宮（中部エリア）
　　降車場所：西ケ方（中部エリア）
　　利用料金：200円

北部エリア（江川方面）

中部エリア

北部エリア（藤ノ川方面）

■デマンド運行（JR江川崎駅発時刻）

朝１便目は、定時定路線で運行します。

■朝１便目定時定路線運行

■デマンド運行（JR江川崎駅発時刻）
左周り（江川﨑⇒西ヶ方⇒目黒⇒大宮⇒津野川⇒江川﨑）

右周り（江川﨑⇒津野川⇒大宮⇒目黒⇒西ヶ方⇒江川﨑）

（午前） ６：００～、１０：００～

（午後）
１３：００～、１５：００～

１８：３０～

黒尊 

（午前） ９：３０～

（午後）
１３：００～、１５：００～

１８：３０～

■朝１便目定時定路線運行

■デマンド運行（JR江川崎駅発時刻）
共通エリア

※全車両乗入れ可能

■中村方面へ移動する場合は、所定の
　路線バスをご利用ください。
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市
で
は
有
機
農
業
推
進
の
一
環
と
し
て
、
化
学
肥
料
に

頼
ら
な
い
土
づ
く
り
の
た
め
に
、
市
内
で
生
産
し
販
売
さ

れ
て
い
る
畜
産
た
い
肥
や
有
機
物
の
購
入
費
の
一
部
を
助

成
し
て
い
ま
す
。

●
対
　

象
　

市
内
の
農
業
者
個
人
ま
た
は
団
体

●
助
成
額（
千
円
未
満
切
り
捨
て
）

　

・
た
い
肥
等
の
購
入
費
の
一
部
助
成

　

  

畜
産
た
い
肥
・
も
み
が
ら
た
い
肥
な
ど
の
購
入
費
の

　

  

１
／
３
以
内
を
助
成

　

  

（
上
限
額

：

個
人
２
万
円
、団
体
５
万
円
）

　

・
た
い
肥
等
散
布
委
託
費
の
一
部
助
成

　

  

農
作
業
受
託
組
織
等
へ
機
械
散
布
委
託
に
要
し
た
経

　

  

費
の
１
／
２
以
内
を
助
成

●
助
成
対
象
期
間

　

平
成
23
年
４
月
１
日
〜
平
成
24
年
３
月
31
日
ま
で
の
購

　

入
分

　
※

購
入
日
が
平
成
23
年
４
月
以
降
の
も
の
が
対
象

●
主
な
た
い
肥
の
販
売
先

　

・
岡
村
牧
場（
牛
ふ
ん
た
い
肥
）
　

☎（
３
７
）０
３
８
６

　

・
安
田
牧
場（
牛
ふ
ん
た
い
肥
）
　

☎（
３
５
）２
５
４
８

　

・
吉
本
鶏
卵（
鶏
ふ
ん
た
い
肥
）
　

☎（
３
５
）４
０
１
０

　

・
竹
村
綜
合
建
設

　
　

（
土
壌
お
た
す
け
く
ん【
鶏
ふ
ん
た
い
肥
】）

　
　
　

☎（
５
２
）１
５
２
１

　

・
Ｊ
Ａ
高
知
は
た
西
土
佐
支
所

　
　

（
山
西
有
機
肥
料【
牛
ふ
ん
た
い
肥
】）

　
　
　

☎（
５
２
）１
０
０
７

　

・
四
万
十
市
有
機
物
供
給
施
設

　
　

（
も
み
が
ら
た
い
肥【
鶏
ふ
ん
た
い
肥
】）

　
　
　

☎（
５
４
）１
５
４
５

　

※

た
い
肥
の
運
搬
方
法
・
価
格
に
つ
い
て
は
販
売
先
へ

　
　

事
前
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

　

（
本
庁
）農
業
課 

農
業
振
興
係
　

☎（
３
４
）１
１
１
７

　

（
総
合
支
所
）産
業
建
設
課
　
　

 

☎（
５
２
）１
１
１
１

た
い
肥
等
有
機
物
利
用
促
進
事
業

た
い
肥
等
有
機
物
利
用
促
進
事
業

四万十市雇用創造促進協議会　5月～6月開催講座

詳しくは四万十市雇用創造促進協議会のホームページや高知新聞折込チラシをご覧の上お申し込みください。　

■問い合わせ先　四万十市雇用創造促進協議会　☎（34）0232　ホームページ http ://sh imanto-koyo .com

　

四
万
十
農
園
あ
ぐ
り
っ
こ
は
、農
業
に
興
味
を
持
ち
、こ
れ
か
ら
新
規
就

農
し
た
い
人
で
、施
設
栽
培
や
養
液
栽
培
を
学
ん
で
み
た
い
人
の
た
め
の
研

修
施
設
で
す
。 

 
 

 
 

 
あ
ぐ
り
っ
こ
研
修
生
募
集

四
万
十
農
園

１
棟（
15
a
）の
ハ
ウ
ス
で
、ナ
ス（
米
ナ
ス
、普
通
ナ
ス
）の
養
液
栽

培
研
修
を
行
い
ま
す
。研
修
期
間
は
１
〜
２
年
間
で
す
。（
１
年
は

８
月
〜
翌
年
７
月
ま
で
）研
修
指
導
は
、施
設
管
理
者
を
中
心
に
各

農
業
関
係
機
関（
農
業
振
興
セ
ン
タ
ー
、Ｊ
Ａ
）が
行
い
ま
す
。

・
市
内
在
住
ま
た
は
平
成
23
年
７
月
以
降
に
四
万
十
市
在
住
で
、 

 

研
修
施
設
へ
の
通
勤
が
可
能
な
人

・
対
象
年
齢
は
概
ね
18
歳
以
上
50
歳
未
満
と
す
る

・
自
立
し
て
就
農
す
る
新
規
就
農
希
望
者
で
農
業
を
開
始
し
て

 

い
な
い
こ
と

・
研
修
が
終
了
す
る
ま
で
に
市
内
に
お
い
て
就
農
計
画
の
認
定

 

を
受
け
認
定
就
農
者
に
な
る
こ
と

・
研
修
期
間
中
は
他
に
就
業
し
な
い
こ
と

　
　
　
　
　

月
額
12
万
円

　
　
　
　
　

※

研
修
経
費
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん

　
　
　
　
　

若
干
名 

　
　
　
　
　

面
接
に
よ
り
選
考
し
ま
す
。

所
定
の
応
募
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入

し
て
、
本
庁
農
業
課
ま
で
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。応
募
用
紙
は
本
庁
農
業
課
、四

万
十
農
園
あ
ぐ
り
っ
こ
に
あ
り
ま
す
。

す
で
に
就
農
し
て
い
る
人
で
、
施
設
園
芸

を
学
び
た
い
人
は
本
庁
農
業
課
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。た
だ
し
、実
践
方
式

と
な
り
研
修
手
当
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。 

５
月
31
日（
火
）ま
で

　

８
時
30
分
〜
12
時
、13
時
〜
17
時
15
分

（
土
・
日
・
祝
日
等
の
市
役
所
閉
庁
時
を

除
く
）

見
学
も
可
能
で
す
。  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

研
修
概
要

応
募
要
件

研
修
手
当

募
集
人
員

選
考
方
法

応
募
方
法

そ
の
他

申
込
受
付
期
間

●●●●●●●●

（本庁）農業課 農業振興係　☎（34）1117
市立四万十農園あぐりっこ研修ハウス（竹島4294-1）　☎（33）1477◎問い合わせ・申し込み先
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春の交通安全運動　５月11日（水）～20日（金）
　■基本事項 　「子どもと高齢者の交通事故防止」
　■重点目標　①自転車の安全利用の推進　
　　　　　　　②全ての座席のシートベルトとチャイルドシートの正しい着用の徹底
　　　　　　　③飲酒・暴走運転の根絶

　

４
月
12
日（
火
）、市
役
所
に
て

四
万
十
市
交
通
安
全
指
導
員
委
嘱

式
を
行
い
ま
し
た
。任
期
は
平
成

23
年
4
月
1
日
か
ら
平
成
25
年
3

月
31
日
ま
で
の
2
年
間
で
す
。指

導
員
の
皆
さ
ん
は
、交
通
安
全
教

室
を
は
じ
め
と
し
て
、春
、秋
の
交

通
安
全
運
動
や
市
民
祭
、ウ
ル
ト

ラ
マ
ラ
ソ
ン
な
ど
の
開
催
時
に
お

け
る
交
通
指
導
や
交
通
安
全
の
広

報
活
動
を
行
い
、「
交
通
事
故
の
な

い
安
全
で
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く

り
」を
目
指
し
ま
す
。今
後
と
も
市

民
の
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

　

昭
和
52
年
4
月
か
ら
平
成
23
年

3
月
ま
で
交
通
安
全
指
導
員
と
し

て
本
市
の
交
通
安
全
指
導
に
昼
夜

を
問
わ
ず
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
し

た
。長
い
間
ご
苦
労
さ
ま
で
し
た
。

交
通
事
故
の
な
い
ま
ち
を
目
指
し
て

交
通
事
故
の
な
い
ま
ち
を
目
指
し
て

松
下 

正
照
さ
ん

34
年
間
あ
り
が
と
う

　
　
　
　
　

ご
ざ
い
ま
し
た

西本　他人

榮　　勇男

正木　巧

小川明太郎

植木　金美

野並　光

浜田　光英

岡本　英則

浦田　英樹

廣田　則明

宮地　浩

中脇　影則

井上　満則

伊与田恭子

浦田　真輝

交 通 安 全
指導員名簿

●
問
い
合
わ
せ
先
　

（
本
庁
） 
環
境
生
活
課 

0（
3
5
）4
1
4
7　

（
総
合
支
所
） 

地
域
企
画
課 

0（
5
2
）1
1
1
1

●
問
い
合
わ
せ
先

　

土
佐
く
ろ
し
お
鉄
道
株
式
会
社 

中
村
駅 

　
　
　
　
　
　
　
　

☎（
3
5
）4
9
6
1 

　

高
知
西
南
地
域
公
共
交
通
協
議
会 

事
務
局（
市
企
画
広
報
課
） 

☎（
3
4
）1
1
2
9

〜
四
万
十
市
交
通
安
全
指
導
員
〜

　

土
佐
く
ろ
し
お
鉄
道
中
村
・
宿
毛
線
の
普
通
列
車
を
関

係
市
町
村
が
デ
ザ
イ
ン
し
た
ラ
ッ
ピ
ン
グ
列
車
と
し
て
、

3
月
か
ら
運
行
開
始
し
ま
し
た
。

　

7
市
町
村
が
そ
れ
ぞ
れ
の
特
色
あ
る
風
物
や
特
産
品

を
あ
し
ら
っ
た
デ
ザ
イ
ン
を
考
案
。
本
市
は
、
小
京
都
中

村
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
列
車
運
行
は
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
と
な
っ

て
い
る
の
で
、
ご
利
用
の
際
、
ど
の
デ
ザ
イ
ン
が
来
る
の

か
は
そ
の
時
ま
で
の
お
楽
し
み
。
今
後
は
、
外
装
に
つ
づ

き
、内
装
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
も
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、列
車
ラ
ッ
ピ
ン
グ
に
使
用
し
た
デ
ザ
イ
ン
を
組

み
合
わ
せ
て
、高
知
西
南
交
通
の
路
線
バ
ス
2
台
に
も
ラ

ッ
ピ
ン
グ
を
施
し
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
の
鉄
道
・
バ
ス
と
し
て
、
よ
り
身
近
に
感
じ
ら

れ
る
こ
と
と
思
い
ま
す
の
で
、
お
出
掛
け
の
際
、
公
共
交

通
の
利
用
を
考
え
て
み
て
く
だ
さ
い
。そ
の
積
み
重
ね
が

公
共
交
通
の
維
持
・
活
性
化
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

昨
年
3
月
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
中
村
駅
は
、そ
の
デ
ザ
イ
ン
や
機
能
性
を
高
く
評
価
さ

れ
、「
グ
ッ
ド
デ
ザ
イ
ン
特
別
賞
・
中
小
企
業
庁
長
官
賞
」（
平
成
22
年
9
月
29
日
）や「
日
本
鉄

道
賞
特
別
表
彰
・
地
方
鉄
道
駅
舎
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
賞
」（
同
10
月
1
日
）な
ど
に
続
き
、こ
の

度「
第
14
回
木
材
活
用
コ
ン
ク
ー
ル
・
林
野
庁
長
官
賞
」（
平
成
23
年
4
月
10
日
）を
受
賞
し
ま

し
た
。ま
た
、照
明
学
会
の「
照
明
普
及
賞
」に
も
内
定
し
て
い
ま
す（
5
月
26
日
表
彰
予
定
）。

駅
待
合
室
は
、ふ
ん
だ
ん
に
使
用
し
た
四
万
十
ヒ
ノ
キ
に
反
射
さ
せ
た
間
接
照
明
で
、人
の

表
情
が
美
し
く
見
え
る
明
る
さ
に
調
整
さ
れ
て
お
り
、落
ち
着
い
た
居
心
地
の
良
い
空
間
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

郷
土
の
駅
に
誇
り
を
持
っ
て
、積
極
的
に
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

平
成
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年
５
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平
成
23
年
3
月
市
議
会
定
例
会

市
長
施
政
方
針

（
要
旨
）
　

下

保
健
・
医
療
・
福
祉

　
　

ー
い
の
ち
を
守
り
育
む
ま
ち
づ
く
り

■
保
健
・
医
療
・
福
祉
の
連
携

　

高
齢
者
の
在
宅
生
活
を
支
援
し
て
い
く
た
め
の

対
策
と
し
て
現
行
の
介
護
保
険
制
の
な
か
で
非
常

に
大
切
な
分
野
で
あ
り
な
が
ら
充
分
な
利
用
が
図

ら
れ
て
い
な
い
口
腔
ケ
ア
事
業
に
つ
い
て
、市
独
自

の
新
た
な
制
度
を
設
け
、
歯
科
医
師
会
・
歯
科
衛
生

士
と
介
護
事
業
者
と
で
連
携
し
た
う
え
で
、重
要
性
、

必
要
性
の
周
知
啓
発
を
行
い
、在
宅
高
齢
者
が
安
心

し
て
健
や
か
な
生
活
が
送
れ
る
た
め
の
取
り
組
み

を
推
進
す
る
。市
町
村
単
独
に
お
け
る
こ
の
よ
う
な

取
り
組
み
は
全
国
的
に
も
珍
し
い
。

　

昨
年
11
月
に
保
健
推
進
委
員
会
、地
区
社
会
福
祉

協
議
会
、
ふ
れ
あ
い
談
話
室
の
関
係
者
を
中
心
に

「
四
万
十
市
健
康
福
祉
に
係
る
地
域
組
織
の
在
り
方

検
討
委
員
会
」
を
設
置
。
既
存
の
地
域
組
織
の
目
的
、

課
題
、今
後
の
方
向
性
を
明
ら
か
に
し
た
う
え
で
発

展
的
統
合
を
目
指
す
。
　

　

県
の
ふ
る
さ
と
雇
用
再
生
特
別
基
金
を
活
用
し

た「
あ
っ
た
か
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
事
業
」を
、西
土

佐
地
域
の
２
ヵ
所
に
続
き
、３
ヵ
所
目
を
中
村
地
域

に
設
置
す
る
。
運
営
は
、
精
神
障
害
者
等
へ
の
支
援

を
目
的
に
新
た
に
立
ち
上
げ
ら
れ
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

へ
委
託
す
る
予
定
。こ
の
分
野
で
の
全
市
的
な
支
援

団
体
の
組
織
化
や
、支
援
活
動
の
活
性
化
に
も
繋
が

る
も
の
と
期
待
し
て
い
る
。

■
健
康
増
進
対
策

　

乳
幼
児
期
か
ら
高
齢
期
ま
で
す
べ
て
の
ラ
イ
フ

ス
テ
ー
ジ
に
お
い
て
、市
民
自
ら
が
健
康
寿
命
の
延

伸
と
生
活
の
質
向
上
を
目
指
せ
る
よ
う
取
り
組
む
。

　

生
活
習
慣
病
・
が
ん
対
策
で
は
、特
定
健
診
、各
種

が
ん
検
診
の
受
診
率
向
上
に
向
け
た
取
り
組
み
を

強
化
し
て
い
く
ほ
か
、
来
年
度
は
、
新
た
に
40
歳
以

上
の
市
民
を
対
象
に
市
民
病
院
で
の
脳
ド
ッ
ク
検

診
に
対
す
る
助
成
事
業
を
始
め
る
。
ま
た
、
こ
の

内
40
歳
以
上
の
希
望
者
を
対
象
に
早
期
ア
ル
ツ

ハ
イ
マ
ー
型
痴
呆
診
断
支
援
シ
ス
テ
ム
を
活
用

し
た
認
知
症
の
簡
易
判
定
も
実
施
す
る
。脳
疾
患

の
予
防
と
早
期
発
見
、
早
期
治
療
、
市
民
の
健
康

管
理
意
識
の
向
上
と
健
康
増
進
に
繋
が
る
も
の

と
期
待
し
て
い
る
。

■
高
齢
者
福
祉

　

介
護
予
防
事
業
で
は
、
誰
も
が
参
加
で
き
る

「
介
護
予
防
教
室
」
や
「
地
域
ふ
れ
あ
い
談
話
室
」

の
増
設
、質
の
向
上
な
ど
へ
の
支
援
を
継
続
す
る

と
と
も
に
、地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を
中
心
に

高
齢
者
の
権
利
擁
護
、福
祉
・
医
療
・
介
護
に
関
す

る
相
談
や
成
年
後
見
制
度
の
利
用
促
進
、さ
ら
に

は
認
知
症
高
齢
者
対
策
と
し
て
認
知
症
高
齢
者

を
見
守
る
サ
ポ
ー
タ
ー
員
の
拡
充
、「
認
知
症
地

域
支
援
体
制
構
築
推
進
事
業
」に
よ
る
認
知
症
高

齢
者
の
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
拡
大
な
ど
、安

心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り
や
地
域
に
お
い

て
自
立
し
た
日
常
生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る

た
め
の
取
り
組
み
を
推
進
す
る
。

■
国
民
健
康
保
険
と
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

　

現
行
の
税
率
で
は
、来
年
度
以
降
も
引
き
続
き

大
幅
な
赤
字
見
込
み
と
な
る
こ
と
か
ら
、や
む
な

く
税
率
改
定
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
が
、現
下
の

経
済
情
勢
や
被
保
険
者
の
厳
し
い
実
態
等
を
踏

ま
え
、来
年
度
は
、一
般
会
計
か
ら
１
．８
５
３
万

円
の
繰
り
出
し
を
追
加
し
、被
保
険
者
の
急
激
な

税
の
負
担
増
を
緩
和
す
る
。乳
幼
児
医
療
費
助
成

等
の
市
の
独
自
施
策
の
実
施
に
よ
り
、医
療
給
付

に
係
る
国
か
ら
の
負
担
金
等
が
減
額
さ
れ
て
い

る
部
分
に
つ
い
て
繰
り
入
れ
す
る
。

　

国
保
会
計
は
、高
齢
社
会
の
進
展
や
医
療
技
術

の
進
歩
に
よ
り
医
療
費
が
増
大
す
る
一
方
、不
況

に
よ
る
低
所
得
者
の
増
加
な
ど
に
よ
り
保
険
税

の
調
定
額
が
減
少
す
る
な
ど
、国
民
健
康
保
険
の

抱
え
る
構
造
的
な
問
題
も
あ
り
、今
後
も
厳
し
い

財
政
運
営
が
続
く
見
通
し
。国
民
健
康
保
険
運
営

協
議
会
の
ご
意
見
も
い
た
だ
き
、保
険
税
収
納
率

の
向
上
に
加
え
、
特
定
健
診
の
受
診
率
向
上
、
ジ

ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
利
用
促
進
、レ
セ
プ
ト
の

点
検
調
査
や
医
療
費
通
知
、保
健
師
と
の
連
携
に

よ
る
重
複
・
頻
回
受
診
者
に
対
す
る
訪
問
指
導
な

ど
、対
策
を
一
層
強
化
す
る
。今
月
か
ら
、40
歳
以

上
の
方
を
対
象
に
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
を
使

用
し
た
場
合
の
医
療
費
負
担
額
の
差
額
を
毎
月

お
知
ら
せ
す
る
。

　

国
民
健
康
保
険
制
度
は
、国
民
皆
保
険
制
度
の

根
幹
を
な
す
も
の
で
、
地
域
医
療
の
確
保
、
地
域

住
民
の
健
康
増
進
に
非
常
に
重
要
な
役
割
を
果

た
し
て
お
り
、今
後
も
健
全
な
国
民
健
康
保
険
事

業
の
運
営
に
努
め
た
い
。

■
市
民
病
院

　

現
段
階
で
の
今
年
度
の
収
支
見
込
み
は
、当
初

予
算
６
千
８
百
万
円
の
赤
字
に
対
し
、約
１
億
６

千
７
百
万
円
の
赤
字
。
主
な
要
因
は
、
当
初
１
名

を
見
込
ん
で
い
た
退
職
者
が
３
名
に
な
り
、退
職

手
当
が
増
え
た
こ
と
、ま
た
73
人
と
見
込
ん
で
い

た
１
日
当
た
り
の
入
院
患
者
数
が
６
２
・
６
人
で

約
10
人
下
回
っ
て
い
る
こ
と
。外
来
患
者
数
は
当

初
予
算
ど
お
り
。
病
院
の
経
営
は
、
医
業
専
門
の

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
か
ら
の
助
言
や
提
言
等
も
受

け
、
引
き
続
き
経
営
努
力
を
図
る
が
、
病
院
存
続

の
た
め
に
必
要
な
経
営
支
援
と
し
て
、「
市
民
病

院
改
革
プ
ラ
ン
」
に
基
づ
き
、
来
年
度
は
一
般
会

計
か
ら
基
準
外
の
繰
入
れ
を
行
う
。

■
生
活
保
護

　

生
活
保
護
は
、老
若
男
女
を
問
わ
ず
生
活
に
困

窮
し
、真
に
生
活
保
護
が
必
要
と
判
断
す
る
世
帯

に
対
し
適
用
し
て
い
る
が
、就
労
可
能
と
判
断
さ

れ
る
場
合
は
、仕
事
を
紹
介
す
る
な
ど
の
就
労
支

援
を
行
い
、早
期
の
自
立
を
目
指
し
て
取
り
組
ん

で
い
る
。

　

22
年
度
か
ら
は
県
制
度
を
活
用
し
た
非
常
勤

の
就
労
支
援
員
を
雇
用
し
、就
労
支
援
体
制
を
強

化
す
る
こ
と
で
、一
定
の
成
果
が
上
が
っ
て
い
る
。

■
斎
場
火
葬
料
の
助
成

　

西
土
佐
岩
間
以
北
の
市
民
が
広
見
斎
場
を
利

用
し
た
場
合
、
改
葬
を
除
き
、
幡
多
中
央
斎
場
と

広
見
斎
場
の
火
葬
料
の
差
額
の
２
分
の
１
を
助

成
す
る
こ
と
と
し
た
。

■
少
子
化
対
策

　

22
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
る
不
妊
治
療
費
へ

の
助
成
制
度
は
、
現
在
ま
で
で
４
組
、
７
件
の
実

績
。
来
年
度
は
、
若
者
の
出
会
い
の
場
を
創
出
す

る
こ
と
で
、結
婚
に
結
び
つ
け
る
よ
う
な
支
援
を

計
画
。「
出
会
い
の
き
っ
か
け
応
援
事
業
」と
し
て
、

イ
ベ
ン
ト
的
な
も
の
を
試
行
的
に
開
催
し
た
い
。

■
学
力
向
上
対
策

　

本
市
の
子
ど
も
た
ち
は
、全
体
的
に
早
寝
早
起

き
で
健
全
な
生
活
を
送
り
、豊
か
な
自
然
の
中
で

好
ま
し
い
成
長
が
な
さ
れ
て
い
る
と
い
う
結
果

が
出
て
い
る
。今
後
も
こ
う
し
た
本
市
の
強
み
を

活
か
し
、将
来
を
生
き
抜
く
力
を
も
っ
た
心
豊
か

な
児
童
生
徒
の
育
成
に
努
め
る
。

■
学
校
再
編
の
取
り
組
み

　

先
の
12
月
市
議
会
に
お
い
て
、継
続
審
議
と
な

っ
て
い
た
「
本
村
小
学
校
の
存
続
」
に
つ
い
て
の

陳
情
に
対
す
る
一
定
の
方
向
性
が
出
さ
れ
た
。

　

陳
情
に
込
め
ら
れ
た
思
い
は
、西
土
佐
地
域
全

体
の
も
の
と
し
て
重
く
受
け
止
め
、新
設
す
る
小

学
校
の
整
備
に
活
か
し
て
ま
い
り
た
い
。西
土
佐

地
域
新
設
校
準
備
委
員
会
は
こ
れ
ま
で
５
回
開

催
し
、
新
設
校
の
名
称
の
選
定
、
校
舎
の
大
規
模

改
修
等
の
協
議
を
行
っ
て
き
た
が
、今
後
も
引
き

続
き
、
地
域
に
愛
さ
れ
、
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
が

絶
え
な
い
学
校
づ
く
り
を
目
指
し
て
協
議
を
進

め
て
い
く
。

　

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
て
、本
議
会
に
は
24
年
４
月

か
ら
開
校
す
る
新
設
校
の
名
称
に
係
る
条
例
改

正
議
案
を
提
案
さ
せ
て
頂
い
た
。
23
年
度
は
、
新

設
校
の
開
校
に
向
け
て
施
設
の
改
修
や
校
章
、校

歌
等
の
整
備
を
進
め
る
。川
﨑
小
学
校
と
西
土
佐

中
学
校
の
給
食
を
調
理
す
る
共
同
調
理
場
は
４

介護予防教室「筋力アップ教室」
（四万十市多目的デイケアセンター「一条の里」）
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月
か
ら
運
営
を
開
始
す
る
。

■
学
校
教
育
施
設
の
整
備

　

中
村
小
学
校
は
来
年
度
は
、南
校
舎
の
解
体
と
職

員
室
等
の
仮
設
校
舎
を
整
備
し
、２
学
期
か
ら
校
舎

本
体
の
建
設
工
事
に
入
る
予
定
。
ま
た
、
具
同
小
学

校
の
耐
震
補
強
工
事
も
行
う
。

環
境
・
基
盤
整
備

　
　
　

―
安
心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く
り

■
ご
み
減
量
化
と
幡
多
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
基

　

幹
改
修

　

市
の
年
間
ご
み
総
排
出
量
は
、15
年
度
の
ピ
ー
ク

時
か
ら
減
少
傾
向
に
あ
り
、市
民
の
皆
様
の
ご
協
力

で
着
実
に
家
庭
ご
み
が
削
減
さ
れ
て
い
る
こ
と
に

感
謝
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
引
き
続
き
、
ご
み
減

量
化
・
資
源
化
の
取
り
組
み
を
推
進
す
る
。

■
地
球
温
暖
化
防
止
対
策

　

「
地
球
温
暖
化
対
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律
」
に

基
づ
き
、「
四
万
十
市
役
所
地
球
温
暖
化
防
止
実
行

計
画
」を
定
め
、18
年
度
を
基
準
年
と
し
て
、24
年
度

ま
で
に
市
役
所
で
使
用
す
る
化
石
由
来
エ
ネ
ル

ギ
ー
（
電
気
、
重
油
、
灯
油
、
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
、
ガ
ソ
リ
ン
、

軽
油
）を
６
％
削
減
す
る
こ
と
を
目
標
に
取
り
組
ん

で
い
る
。22
年
度
か
ら
開
始
し
た
住
宅
太
陽
光
発
電

シ
ス
テ
ム
設
置
に
対
す
る
補
助
は
、市
民
の
皆
様
に

好
評
で
需
要
も
多
い
こ
と
か
ら
、継
続
し
て
実
施
す

る
。

■
広
見
川
濁
水
対
策

　

先
月
９
日
に
は
、「
四
万
十
川
愛
媛
・
高
知
連
携
協

議
会
」
が
開
催
さ
れ
た
。
濁
水
の
大
き
な
要
因
で
あ

る
農
業
排
水
に
よ
る
濁
水
対
策
を
講
じ
る
こ
と
が

重
要
で
あ
る
と
の
観
点
か
ら
、ま
ず
広
見
川
流
域
の

水
田
排
水
口
に
止
水
板
を
設
置
し
、代
掻
き
や
田
植

え
時
期
に
濁
水
を
川
に
流
さ
な
い
対
策
を
広
見
川

濁
水
対
策
協
議
会
と
連
携
し
て
進
め
て
い
く
。

■
水
道
、公
共
下
水
道
事
業

　

上
水
道
は
、引
き
続
き
濁
水
や
漏
水
の
原
因
と
な

る
老
朽
管
の
布
設
替
え
を
主
体
に
行
う
と
と
も
に
、

災
害
時
に
お
け
る
水
確
保
対
策
を
推
進
す
る
。公

共
下
水
道
は
、老
朽
化
が
進
む
各
ポ
ン
プ
場
と
処

理
場
の
施
設
は
、経
費
の
軽
減
と
施
設
の
延
命
化

を
目
的
と
す
る
長
寿
命
化
計
画
に
基
づ
く
国
の

補
助
制
度
を
活
用
し
、来
年
度
か
ら
の
５
ヵ
年
計

画
で
各
施
設
の
計
画
的
な
整
備
を
行
う
。

■
道
路
網
の
整
備

　

四
国
横
断
自
動
車
道
の
須
崎
西
〜
中
土
佐
間

が
今
月
５
日
に
供
用
開
始
さ
れ
、中
土
佐
〜
窪
川

間
も
24
年
度
末
の
供
用
開
始
予
定
。こ
の
道
路
と

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形
成
す
る
都
市
計
画
道
路
窪

川
佐
賀
線（
自
動
車
専
用
道
路
１
７
・
３
㎞
）で
は
、

片
坂
バ
イ
パ
ス（
６
・
１
㎞
）の
用
地
買
収
や
工
事

用
道
路
の
整
備
が
着
々
と
進
め
ら
れ
、22
年
度
末

に
は
本
線
の
改
良
工
事
に
着
手
す
る
予
定
。

　

国
道
４
４
１
号
は
、
網
代
・
川
登
の
２
工
区
の

工
事
は
、早
期
完
成
に
向
け
県
の
重
点
投
資
を
い

た
だ
き
順
調
に
進
ん
で
い
る
。
残
る
「
（
仮
称
）
西

土
佐
道
路
」
に
つ
い
て
も
、
早
期
の
事
業
化
に
向

け
て
、引
き
続
き
強
力
に
取
り
組
む
。

　

県
道
で
は
、川
登
中
村
線
の
百
笑
地
区
が
昨
年

７
月
に
完
成
し
、有
岡
川
登
線
の
手
洗
川
地
区
、出

口
古
津
賀
線
の
古
津
賀
地
区
、西
土
佐
松
野
線
の

須
﨑
地
区
で
重
点
的
に
整
備
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

市
道
に
つ
い
て
も
、双
海
線
、大
宮
下
家
地
線
が
改

良
計
画
区
間
の
工
事
を
完
成
し
、田
野
川
線
に
つ

い
て
も
舗
装
整
備
を
行
い
22
年
度
内
の
完
成
を
予

定
。
ま
た
、
市
野
々
線
と
藤
ノ
川
線
の
道
路
整
備
、

佐
岡
下
田
分
岐
線
と
口
屋
内
宇
和
島
線
の
舗
装
整

備
に
も
引
き
続
き
取
り
組
ん
で
い
る
。

■
河
川
、港
湾
、海
岸
、横
瀬
川
ダ
ム
の
整
備

　

河
川
改
修
で
は
、不
破
上
流
工
区
の
築
堤
工
事

が
進
め
ら
れ
、下
流
工
区
も
整
備
に
向
け
取
り
組

ま
れ
て
い
る
。南
海
地
震
対
策
と
し
て
の
実
崎
樋

門
、
古
津
賀
樋
門
の
ゲ
ー
ト
閉
鎖
高
速
化
・
自
動

化
も
、本
年
度
完
成
予
定
。

　

下
田
港
の
改
修
事
業
は
、新
航
路
の
防
波
堤
整

備
が
進
め
ら
れ
、海
岸
の
高
潮
対
策
事
業
は
養
浜

（
砂
浜
）の
整
備
が
本
年
度
完
成
予
定
。河
口
砂
州

は
、
昨
年
11
月
に
港
湾
管
理
者
で
あ
る
県
か
ら
、

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
実
施
し
な
が
ら
２
、３
年
か
け

て
復
元
す
る
計
画
が
示
さ
れ
た
。
現
在
、
導
流
堤

先
端
の
ブ
ロ
ッ
ク
の
移
設
工
事
を
し
て
お
り
、引

き
続
き
河
床
復
元
工
事（
袋
詰
玉
石
、砂
・
栗
石
の

投
入
）
を
実
施
し
、
自
然
再
生
力
を
利
用
し
な
が

ら
砂
州
復
元
が
進
め
ら
れ
て
い
る
の
で
、市
と
し

て
も
、
早
期
に
河
口
砂
州
を
復
元
で
き
る
よ
う
、

今
後
も
関
係
機
関
に
対
し
強
く
働
き
か
け
て
い

く
。

　

横
瀬
川
ダ
ム
建
設
事
業
は
、
今
年
度
末
に
は
、

ダ
ム
本
体
の
準
備
工
事
と
な
る
転
流
工（
仮
排
水

ト
ン
ネ
ル
）工
事
が
完
成
す
る
。国
は
、横
瀬
川
ダ

ム
を
「
新
た
な
段
階
に
進
ま
な
い
」
検
証
対
象
ダ

ム
と
位
置
付
け
、昨
年
11
月
に
は
、「
横
瀬
川
ダ
ム

建
設
事
業
の
地
方
公
共
団
体
か
ら
な
る
検
討
の

場
」
が
設
置
さ
れ
、
第
１
回
幹
事
会
が
開
催
さ
れ

る
な
ど
、検
証
作
業
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。

■
地
域
公
共
交
通

　

土
佐
く
ろ
し
お
鉄
道
中
村
・
宿
毛
線
と
各
市
町

村
間
を
連
絡
す
る
幹
線
バ
ス
路
線
に
つ
い
て
は
、

高
知
西
南
地
域
公
共
交
通
協
議
会
で
総
合
連
携

計
画
を
策
定
し
、
活
性
化
と
再
生
に
向
け
、
21
年

度
か
ら
様
々
な
利
用
促
進
策
に
取
り
組
ん
で
い

る
。中
村
駅
前
広
場
の
改
修
は
来
年
度
に
工
事
を

行
う
。

　

今
月
24
日
か
ら
い
よ
い
よ
中
山
間
地
域
で
の

デ
マ
ン
ド
交
通「
ふ
れ
愛
号
」の
実
証
運
行
を
、西

土
佐
地
域
と
中
村
地
域
の
一
部
エ
リ
ア
で
開
始

す
る
ほ
か
、中
村
ま
ち
バ
ス
シ
ス
テ
ム
の
更
新
や

市
民
病
院
敷
地
内
へ
の
バ
ス
の
乗
り
入
れ
な
ど

を
実
施
し
、利
便
性
の
向
上
と
利
用
促
進
を
図
る
。

■
防
災
対
策

　

去
る
１
月
29
日
に
、国
土
交
通
省
四
国
地
方
整

備
局
の
主
催
で
、
同
局
関
係
機
関
や
高
知
県
、
四

万
十
市
、
宿
毛
市
の
合
同
で
、
台
風
襲
来
に
伴
う

大
規
模
洪
水
災
害
を
想
定
し
た
ロ
ー
ル
プ
レ
イ

ン
グ
方
式
（
役
割
演
技
方
式
）
に
よ
る
危
機
管
理

演
習
を
実
施
し
た
。こ
の
地
域
で
は
初
の
試
み
で
、

総
勢
１
２
０
名
、本
市
か
ら
も
地
域
防
災
計
画
に

基
づ
い
た
簡
易
的
な
災
害
対
策
本
部
を
組
織
化

し
、
私
を
含
め
総
勢
50
名
が
参
加
し
た
。
こ
れ
を

機
に
、災
害
対
処
能
力
の
向
上
に
一
層
努
力
す
る
。

ま
た
、
先
月
９
日
に
は
、
四
万
十
市
主
催
の
防
災

講
演
会
に
東
京
大
学
地
震
研
究
所
地
震
火
山
災

害
部
門
准
教
授
の
都
司
嘉
宣
氏
を
講
師
に
招
き
、

「
過
去
の
南
海
地
震
に
学
ん
で
次
の
南
海
地
震
に

備
え
よ
」
と
題
し
た
講
演
会
を
行
っ
た
。
各
地
区

の
自
主
防
災
会
の
代
表
者
や
区
長
、一
般
市
民
の

皆
さ
ん
な
ど
約
２
０
０
名
の
方
が
受
講
し
た
。今

後
30
年
以
内
に
発
生
す
る
確
立
が
60
％
程
度
と

言
わ
れ
る
次
の
南
海
地
震
へ
の
備
え
に
は
、家
屋

の
耐
震
化
が
一
番
効
果
的
で
あ
り
、来
年
度
も
木

造
住
宅
耐
震
改
修
助
成
事
業
や
下
田
、八
束
地
区

の
津
波
避
難
路
整
備
事
業
を
推
進
し
て
い
く
。

■
地
域
情
報
通
信
基
盤
の
整
備

　

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
事
業
は
、計
画
通
り
に
進
捗

し
て
お
り
、
本
年
度
施
工
の
大
川
筋
地
区
、
富
山

地
区
に
お
い
て
も
４
月
か
ら
放
送
を
開
始
し
、７

月
ま
で
に
各
家
庭
内
の
切
り
替
え
を
行
っ
て
い

た
だ
く
こ
と
に
な
る
。行
政
情
報
や
防
災
情
報
の

伝
達
や
地
区
放
送
な
ど
に
活
用
で
き
る
Ｉ
Ｐ
音

声
告
知
シ
ス
テ
ム
は
、
来
年
度
は
、
大
川
筋
地
区
、

富
山
地
区
に
エ
リ
ア
を
拡
大
す
る
計
画
。高
速
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
の
整
備
は
、民
間
企
業
の
誘

致
や
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
事
業
の
実
施
に
よ
り
、ほ

ぼ
市
内
全
域
で
の
環
境
整
備
が
完
了
し
た
。

四万十川洪水危機管理演習（１月29日）
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「やればできる」を教えてくれた、なばな救世主たち

4
13 (水)

3
13 (日)

3
9 (水)

な
ば
な
の
葉
っ
ぱ

　
　

が
大
変
身
！

　

地
域
集
落
再
生
事
業
の
取
り
組
み
の
一
環

「
ふ
る
さ
と
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
2
0
1
1

春
」
で
、
高
知
大
学
と
京
都
大
学
の
大
学
生
４

人
が
、西
土
佐
中
組
地
区
で
な
ば
な
の
葉
っ
ぱ

レ
シ
ピ
開
発
に
挑
み
ま
し
た
。

　

な
ば
な
の
葉
っ
ぱ
は
自
家
消
費
さ
れ
る
ほ

か
は
捨
て
ら
れ
て
い
る
の
で
も
っ
た
い
な

い
！ 

「
若
い
視
点
」
と
「
外
の
視
点
」
を
活
か
し

て
、た
っ
た
数
日
間
で
葉
っ
ぱ
レ
シ
ピ
を
考
え

抜
き
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、で
き
た
レ
シ
ピ
は
７
種
類
！ 
江

川
流
域
交
流
セ
ン
タ
ー
で
学
生
た
ち
が
作
っ

た
レ
シ
ピ
が
発
表
さ
れ
、で
き
た
ス
イ
ー
ツ
な

ど
を
一
緒
に
食
べ
ま
し
た
。中
で
も
な
ば
な
茶

は「
言
わ
れ
ん
と（
な
ば
な
と
は
）気
付
か
ん
か

っ
た
！
」と
一
同
感
心
し
き
り
。

　

最
終
日
に
は
大
日
様
で
も
ち
ま
き
を
し
て
、

そ
の
後
は
地
域
の
人
た
ち
と
だ
ん
ら
ん
。学
生

た
ち
の
中
組
に
対
す
る
熱
い
エ
ー
ル
と
別
れ

を
惜
し
む
お
ば

あ
ち
ゃ
ん
た

ち
、
涙
顔
で
お

互
い
が
ま
た
会

お
う
ね
と
手
を

振
り
ま
し
た
。

　

学
生
た
ち
の

本
気
で
取
り
組

む
姿
勢
に
心
か

ら
感
謝
、
感
無

量
で
す
！

4
24 (日)

竹
屋
敷
あ
め
ご
ま
つ
り

　

４
月
24
日（
日
）、旧
竹
屋
敷
小
中
学
校
周
辺
を

会
場
に
、第
13
回
竹
屋
敷
あ
め
ご
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

当
日
は
、
時
折
肌
寒
い
風
が
吹
き
抜
け
ま
し
た
が
、
好
天

に
恵
ま
れ
、炊
き
込
み
ご
は
ん
、う
ど
ん
、地
元
で
と
れ
た
野

菜
な
ど
の
販
売
ブ
ー
ス
は
、
お
土
産
に
、
昼
食
に
と
来
場
者

で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

こ
の
ま
つ
り
の
目
玉
は「
あ
め
ご
釣
り
」。前
日
に
は
約
２

０
０
キ
ロ
の
あ
め
ご
が
放
流
さ
れ
準
備
完
了
。会
場
の
竹
屋

敷
川
に
は
、遠
く
は
徳
島
県
か
ら
約
30
人
の
釣
り
愛
好
家
や

家
族
連
れ
が
朝
早
く
か
ら
訪
れ
、大
自
然
の
中
で
の
釣
り
を

終
日
楽
し
み
ま
し
た
。

　

昼
前
か
ら
は
体
育
館
で
、シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
の

村
井
ま
な
さ
ん
や
「
農
夢
民
バ
ン
ド
」
の
ラ
イ
ブ
、「
間
六
口

と
楽
し
い
仲
間
た
ち
」の
バ
ナ
ナ
の
た
た
き
売
り
な
ど
が
行

わ
れ
、観
客
を
大
い
に
沸
か
せ
て
い
ま
し
た
。

　

最
後
に
行
わ
れ
た
の
が
小
学
生
以
下
を
対
象
と
し
た「
あ

め
ご
つ
か
み
ど
り
」。予
定
時
刻
の
午
後
２
時
が
近
づ
く
と
、

約
２
０
０
匹
の
あ
め
ご
が
泳
ぐ
即
席
の
い
け
す
の
周
り
に

子
ど
も
た
ち
が
陣
取
り
ま
し
た
。

　

そ
し
て
開
始
の
合
図
と
と

も
に
一
斉
に
い
け
す
の
中

へ
。
軍
手
を
着
用
し
て
い
る

も
の
の
、
ぬ
る
ぬ
る
と
す
べ

る
あ
め
ご
を
捕
ま
え
る
の
は

大
変
で
す
。
悪
戦
苦
闘
し
な

が
ら
一
つ
ひ
と
つ
捕
ま
え
る

た
び
に
、
お
父
さ
ん
、
お
母
さ

ん
は
ニ
ッ
コ
リ
。
子
ど
も
も

大
人
も
大
満
足
の
様
子
で
し

た
。

J
R
予
土
線
の
存
続
に
向
け
て

　

4
月
13
日
（
水
）
、
西
土
佐
総

合
支
所
で
J
R
予
土
線
の
存
続

を
目
的
に
高
知
県
、四
万
十
市
、

四
万
十
町
で
組
織
す
る
「
高
知

県
予
土
線
利
用
促
進
対
策
協
議

会
」（
会
長 

四
万
十
市
長
）を
開

催
し
、
22
年
度
の
事
業
報
告
や

本
年
度
の
事
業
計
画
な
ど
を
話

し
合
い
ま
し
た
。

　

昨
年
度
か
ら
、
新
た
に
高
知

県
が
会
員
に
加
わ
り
、
県
か
ら

の
補
助
金
も
活
用
す
る
こ
と

で
、
予
土
線
利
用
促
進
計
画
を

作
る
と
と
も
に
、
沿
線
地
域
小

学
生
の
宇
和
島
駅
社
会
科
見
学
、
J
R
四
国
の
ツ
ア
ー
商
品

と
連
携
し
た
観
光
ツ
ア
ー
、
予
土
線
に
関
す
る
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
開
設
や
予
土
線
と
沿
線
地
域
の
魅
力
を
紹
介
す
る
冊
子

を
作
成
す
る
な
ど
、こ
れ
ま
で
に
な
い
、さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組

み
を
行
い
ま
し
た
。

　

本
年
度
も
、沿
線
の
皆
さ
ま
へ
予
土
線
の
利
用
法
や
ダ
イ
ヤ

を
紹
介
す
る
チ
ラ
シ
を
配
布
し
た
り
、イ
ベ
ン
ト
列
車
を
運
行

す
る
な
ど
、盛
り
だ
く
さ
ん
の
事
業
を
実
施
す
る
計
画
で
す
。

　

J
R
予
土
線
を
は
じ
め
、
地
域
公
共
交
通
は
地
域
住
民
の

身
近
な
生
活
の
足
と
し
て
、
さ
ら
に
は
地
域
の
産
業
・
経
済
・

教
育
・
文
化
の
発
展
に
欠
か
せ
な
い
も
の
で
す
。
今
後
も
維

持
・
存
続
に
向
け
、
積
極
的
に
取
り
組
み
ま
す
の
で
、
市
民
の

皆
さ
ま
も
利
用
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

高
知
県
予
土
線
利
用
促
進
対
策
協
議
会

　

http
:/
/
y
o
d
o
se
n
-g
re
e
n
.c
o
m
/

　

事
務
局（
総
合
支
所
） 

地
域
企
画
課

4
13 (水)
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「
四
万
十
の
日
」の
４
月
10
日（
日
）、四

万
十
川
に
浮
か
ぶ
屋
形
船
で
３
組
の

カ
ッ
プ
ル
が
結
婚
式
を
挙
げ
、新
た
な
人

生
の
船
出
を
迎
え
ま
し
た
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、平
成
17
年
に
四
万

十
市
が
誕
生
し
た
こ
と
を
記
念
し
て
、市

内
の
民
間
企
業（
貸
衣
装
店
や
遊
覧
船
業

者
等
）
で
な
る
四
万
十
Ｄ
＆
Ｈ
（
ド
リ
ー

ム
ア
ン
ド
ホ
ー
プ
）が
挙
式
費
用
４
万
10

円
で
毎
年
企
画
し
て
い
ま
す
。
当
日
、
会

場
に
は
東
日
本
大
震
災
の
義
援
金
箱
も

設
置
さ
れ
、
新
郎
・
新
婦
を
は
じ
め
出
席

者
の
方
々
が
募
金
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

今
年
は
41
組
の
応
募
の
中
か
ら
高
知

市
在
住
の
森
本
悟
司
さ
ん
・
朝
子
さ
ん
夫

妻
、
和
歌
山
市
在
住
の
神
谷
守
さ
ん
・
の

ぞ
み
さ
ん
夫
妻
、四
万
十
市
在
住
の
竹
村

明
広
さ
ん
・
智
香
さ
ん
夫
妻
の
３
組
が
選

ば
れ
ま
し
た
。

　

３
組
は
、
沈
下
橋
の
上
か
ら
の
フ
ラ

ワ
ー
シ
ャ
ワ
ー
で
親
族
や
友
人
か
ら
祝

福
を
受
け
、幸
せ
そ
う
な
笑
顔
で
応
え
て

い
ま
し
た
。本
当
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　

な
お
、四
万
十

Ｄ
＆
Ｈ
か
ら
挙

式
費
用
の
一
部

を
四
万
十
川
清

流
保
全
基
金
に

ご
寄
付
い
た
だ

き
ま
し
た
。あ
り

が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

4
10(日)

清
流
四
万
十
川
で
愛
の
誓
い

　

船
上
結
婚
式

4
８ (金)

広
が
る
マ
イ
バ
ッ
グ
運
動
！

四
万
十
川
清
流
保
全
に
貢
献

　

４
月
８
日
（
金
）
、
環
境
保
全
対
策

の
一
環
と
し
て
レ
ジ
袋
無
料
配
布
中

止
の
取
り
組
み
を
し
て
い
る
㈱
サ

ニ
ー
マ
ー
ト
さ
ま
、
㈱
ウ
イ
ル
さ
ま

の
２
社
か
ら
合
計
1
，
8
1
8
，

8
6
3
円
の
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
平
成
20
年
２
月
か
ら
は
じ

ま
っ
た
こ
の
取
り
組
み
は
、
３
年
目

を
迎
え
た
今
で
も
レ
ジ
袋
辞
退
率
が

平
均
で

（
平
成
23
年
１
月
調
べ
）

と
高
い
水
準
を
保
っ
て
い
ま
す
。

　

寄
付
式
で
行
わ
れ
た
こ
ん
談
で
は
、

企
業
か
ら
の
「
徐
々
に
市
民
の
皆
さ

ん
に
マ
イ
バ
ッ
グ
運
動
の
取
り
組
み

が
広
が
っ
て
い
る
」と
の
話
に
、市
長

か
ら
は
「
引
き
続
き
市
民
の
皆
さ
ん

に
周
知
・
啓
発
で
き
る
よ
う
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
」
と
の
抱

負
が
語
ら
れ
ま
し
た
。

　

い
た
だ
い
た
寄
付
金
は
、
岩
間
沈

下
橋
周
辺
の
森
林
ト
ラ
ス
ト
（
景
観

保
全
の
取
り
組
み
）、小
中
学
生
を
対

象
と
し
た
環
境
学
習
、
四
万
十
川
市

民
一
斉
清
掃

な
ど
、
四
万

十
川
の
清
流

保
全
推
進
の

た
め
の
費
用

と
し
て
有
効

に
活
用
さ
せ

て
い
た
だ
き

ま
す
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

四 万 十 の 日
2011.04.10

児
童
た

ち
に
地
元
の

食
材
に
親
し

ん
で
も
ら
お

う

と

、
市

と

（
市
）
教
育
委

員
会
が
四
万

十
市
特
産
の

「

ア

オ

サ

ノ

リ
」
を
使
っ
た
澄
ま
し
汁
を
給
食
の
献

立
に
企
画
し
ま
し
た
。
当
日
の
メ

ニ
ュ
ー
は
、
ア
オ
サ
ノ
リ
の
ほ
か
、
玄

米
ご
飯
や
菜
の
花
の
ゴ
マ
あ
え
、
土
佐

ジ
ロ
ー
の
焼
き
鳥
な
ど
市
内
産
に
こ

だ
わ
り
ま
し
た
。

　

児
童
た
ち
は
田
中
市
長
か
ら
「
四
万

十
の
日
」
の
説
明
や
東
日
本
大
震
災
に

よ
る
津
波
の
影
響
に
よ
り
四
万
十
川

下
流
で
養
殖
し
て
い
る
ア
オ
サ
ノ
リ

が
被
害
を
受
け
、
生
産
者
の
方
々
が
大

変
な
苦
労
を
し
て
い
る
と
い
っ
た
話

を
聞
い
た
後
、
一
緒
に
給
食
を
食
べ
ま

し
た
。
児
童

か
ら
は
「
お

い

し

い

」

「
ま
た
給
食

に
出
て
ほ

し
い
」
な
ど

の
声
が
聞

か
れ
、
大
変

好
評
で
し

た
。

4
11(月)

子
ど
も
た
ち
に
好
評

ア
オ
サ
ノ
リ
給
食

3
23 (水)

育
児
サ
ー
ク
ル

「
マ
ム
＆
チ
ル
ド
レ
ン
」

　

毎
月
第
２
、
第
４
水
曜
日
に
具
同
体
育

セ
ン
タ
ー
で
活
動
し
て
い
る
自
由
参
加
型

の
育
児
サ
ー
ク
ル
「
マ
ム
＆
チ
ル
ド
レ

ン
」
。
こ
の
日
は
、
25
組
の
お
子
さ
ん
と
お

母
さ
ん
た
ち
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　

体
育
館
内
で
の
自
由
な
遊
び
の
ほ
か
、

「
エ
プ
ロ
ン
シ
ア
タ
ー
」
と
呼
ば
れ
る
ポ

ケ
ッ
ト
や
テ
ー
プ
な
ど
の
細
工
を
し
た
エ

プ
ロ
ン
を
使
っ
て
行
う
劇
が
あ
り
、
お
子

さ
ん
た
ち
は
大
喜
び
。
お
母
さ
ん
と
一
緒

に
手
を
た
た
い
た
り
踊
っ
た
り
、
楽
し
い

時
間
を
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
こ
の
日
は
愛
南
町
か
ら
５
名
の
方

が
視
察
に
来
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
お
子

さ
ん
た
ち
の
自
由
に
遊
ぶ
姿
、
ま
た
お
母

さ
ん
た
ち
が
と
て
も
リ
ラ
ッ
ク
ス
で
き
て

い
る
姿
を
見
て
「
と
て
も
雰
囲
気
が
よ
く

自
由
で
楽
し
そ
う
。
参
考
に
し
た
い
」
と

言
っ
て
い
ま
し
た
。

本市が制定する「四万十の日」（4月10日）にあわせて、

各種イベントが行われました　
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市教委だより

ク
リ
ー
ン
作
戦

　

八
束
中
学
校
で
は
、
地
域
の
皆
さ

ん
に
学
校
で
の
活
動
に
協
力
し
て
も

ら
う
ほ
か
に
、
私
た
ち
も
生
徒
会
を

中
心
と
し
て
地
域
の
環
境
を
よ
く
す

る
た
め
の
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

主
な
も
の
と
し
て
、地
域
の
人
に
呼
び
か
け
て
リ
サ
イ
ク
ル
対
象

の
物
を
体
育
館
の
下
に
持
っ
て
き
て
も
ら
い
、自
分
た
ち
で
収
集
車

に
積
み
込
む
地
域
廃
品
回
収
作
業
を
、年
２
回
行
っ
て
い
ま
す
。

　

学
年
別
の
活
動
と
し
て
は
、地
域
を
分
担
し
て
清
掃
活
動
に
取

り
組
む「
ク
リ
ー
ン
作
戦
」を
行
っ
て
い
ま
す
。昨
年
度
は
冬
期
に

行
い
、
み
ん
な
寒
空
の
下
、
精
い
っ
ぱ
い
作
業
に
取
り
組
み
ま
し

た
。
昨
年
度
は
特
に
ご
み
が
多
く
、
拾
っ
て
も
拾
っ
て
も
減
ら
ず

大
変
で
し
た
。国
道
沿
い
に
は
、た
ば
こ
や
空
き
缶
、食
べ
た
物
の

ゴ
ミ
と
か
が
た
く
さ
ん
あ
り
、山
側
で
は
冷
蔵
庫
な
ど
不
法
投
棄

さ
れ
た
物
や
、
中
に
は
土
に
埋
ま
っ
て
い
る
物
も
あ
り
、
驚
き
な

が
ら
作
業
を
進
め
ま
し
た
。

　

ま
た
、春
の
新
入
生
歓
迎
遠
足
で
は
徒
歩
で
学
校
か
ら
約
６
㎞

離
れ
た
名
鹿
の
浜
ま
で
行
く
途
中
、堤
防
や
道
路
沿
い
の
ゴ
ミ
を

拾
っ
て
い
く
活
動
も
し
て
い
ま
す
。
重
た
く
な
っ
た
ゴ
ミ
袋
を
、

長
い
道
の
り
を
交
代
で
持
ち
な
が
ら
、汗
び
っ
し
ょ
り
に
な
っ
て

運
ん
で
い
き
ま
す
。

　

昨
年
度
は
、
１
年
生
が
ポ
イ
捨
て
防
止
の
立
て
看
板
を
制
作

し
、
執
行
部
の
メ
ン
バ
ー
が
八
束
地

区
の
３
カ
所
に
設
置
し
て
き
ま
し

た
。
私
た
ち
も
活
動
を
通
し
て
、
あ

ら
た
め
て
ポ
イ
捨
て
は
い
け
な
い

と
自
覚
し
て
い
き
ま
す
。
そ
し
て
、

私
た
ち
が
作
業
を
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
地
域
の
皆
さ
ん
に
も
環
境
美

化
を
意
識
し
て
も
ら
え
る
よ
う
に
、

こ
れ
か
ら
も
頑
張
っ
て
い
き
た
い

で
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

西
土
佐
学
童
保
育
施
設
開
所

　

新
し
い
年
度
を
迎
え
、
生
徒
た
ち
が
始
業
式

を
迎
え
る
前
の
４
月
５
日
、
川
﨑
小
学
校
横
に

待
望
の
学
童
保
育
施
設
が
開
所
し
ま
し
た
。
こ

れ
ま
で
放
課
後
学
校
施
設
内
で
行
っ
て
い
た
学

童
保
育
は
、
今
後
は
新
し
く
で
き
た
施
設
で
行

う
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　

４
月
８
日
か
ら
実
際
に
学
童
保
育
が
始
ま
り
、

初
め
て
施
設
に
入
っ
た
子
供
た
ち
は
、新
し
い
施

設
に
大
は
し
ゃ
ぎ
。と
て
も
広
く
て
き
れ
い
な
部

屋
、ピ
カ
ピ
カ
の
ト
イ
レ
、大
き
な
テ
レ
ビ
、子
供

た
ち
が
は
し
ゃ
ぐ
の
も
納
得
の
施
設
で
す
。室
内

で
は
ワ
イ
ワ
イ
と
児
童
の
大
歓
声
が
響
き
、桜
の

花
び
ら
が
舞
う
外
で
は
、児
童
た
ち
が
バ
ト
ミ
ン

ト
ン
を
し
た
り
、鬼
ご

っ
こ
を
し
て
走
り
回

っ
た
り
、み
ん
な
が
元

気
に
遊
ん
で
い
ま
し

た
。
で
も
一
転
、
勉
強

の
時
間
が
始
ま
る
と
、

学
童
支
援
員
が
見
守

る
中
、児
童
み
ん
な
が

き
ち
ん
と
机
に
並
び
、

一
生
懸
命
宿
題
を
し

て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
学
童
保
育
施
設

は
、
西
土
佐
地
域
の
学

校
再
編
後
も
利
用
さ
れ

る
た
め
、
来
年
度
以
降

は
さ
ら
に
利
用
者
が
増

え
る
予
定
で
す
。
施
設

内
の
歓
声
は
来
年
度
、

ま
す
ま
す
大
き
く
な
る

こ
と
で
し
ょ
う
。

ス
ク
ー
ル
ミ
ー
ル

　
　
　

に
し
と
さ 

完
成

　

昨
年
８

月
か
ら
建

設
工
事
を

行
っ
て
い

た
給
食
調

理
施
設
の

「
ス
ク
ー

ル
ミ
ー
ル

に

し

と

さ
」
が
２

月
末
に
完

成
し
ま
し
た
。(

総
事
業
費 

約
１
億

７
，２
０
０
万
円)

　

こ
の
施
設
は
、
鉄
骨
平
屋
建
て

３
９
８
㎡
で
、
床
に
水
を
流
さ
ず

に
乾
い
た
状
態
で
調
理
や
洗
浄
作

業
を
行
う
ド
ラ
イ
シ
ス
テ
ム
方
式

と
な
っ
て
お
り
、
オ
ー
ル
電
化
方

式
を
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。
調
理

能
力
は
一
日
３
０
０
食
で
す
。

　

本
年
度
は
西
土
佐
中
学
校
と
川

﨑
小
学
校
の
給
食
調
理
を
行
う
こ

と
に
な
っ

て

お

り

、

既
に
４
月

７
日
の
始

業
式
か
ら

本
格
稼
動

を

行

い

、

子
ど
も
た

ち
に
お
い

し
い
給
食

を
提
供
し

て
い
ま
す
。

拾ったゴミを積み込んで「はいポーズ！」

きちんと分別して入れています

みんなでいっしょにお勉強！できたてピカピカの学童施設

(市)教育委員会　☎(34)1136　FAX(34)4271　E-mail：school@city.shimanto.lg.jp

西土佐事務所　☎(52)1110　FAX(52)1446　E-mail：n-school@city.shimanto.lg.jp
平
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四
万
十
市
文
化
祭 

　

 

　
　

参
加
団
体
募
集

　

市
で
は
、
10
月
か
ら
11
月
を

中
心
に
市
立
文
化
セ
ン
タ
ー
、

市
立
中
央
公
民
館
を
主
会
場
と

し
て
第
７
回
四
万
十
市
文
化
祭

を
開
催
し
ま
す
。
今
年
も
よ
り

充
実
し
た
文
化
祭
を
開
催
す
る

た
め
、
左
記
に
よ
り
参
加
団
体

を
募
集
し
ま
す
。

◆
募
集
部
門

　

舞
台
、展
示
、映
画
、文
芸
、

　

講
演
、茶
道
、郷
土
芸
能

◆
参
加
申
請
締
切
日

　

5
月
31
日（
火
）

◆
参
加
申
請
提
出
先

　

（
市
）教
育
委
員
会

　
　

 

生
涯
学
習
課

　
　
　

（
市
立
中
央
公
民
館
内
）

　

※
参
加
申
請
書
は
、
生
涯
学

　

 

　

習
課
に
置
い
て
い
ま
す
。

（
市
）教
育
委
員
会

　
　

 

生
涯
学
習
課

  

　
　
　

（
3
4
）7
3
1
1

問

　

人
権
が
尊
重
さ
れ
る
明
る
く
住

み
よ
い
四
万
十
市
を
実
現
す
る
た

め
、
人
権
尊
重
の
社
会
づ
く
り
協

議
会
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

●
役
　
　

割
　

　

人
権
施
策
の
推
進
お
よ
び
行
動

　

計
画
を
定
め
る
に
当
た
っ
て
、

　

重
要
事
項
を
調
査
協
議
す
る
こ
と
。

●
任
　
　

期
　

３
年
以
内

●
募
集
人
員
　

４
人
以
内

●
対
　
　

象

　

市
内
に
居
住
ま
た
は
勤
務
す
る

　

18
歳
以
上
の
人

●
応
募
方
法
　

感
想
文
の
提
出

　

テ
ー
マ
「
人
権
に
つ
い
て
ど
の

　

よ
う
に
考
え
て
い
る
か
」

　

人
権
課
題
の
現
状
や
課
題
お
よ

　

び
解
決
に
向
け
た
取
り
組
み
な

　

ど
に
つ
い
て
4
0
0
0
字
以
内

　

で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

（
郵
送
、メ
ー
ル
、窓
口
受
付
）
　

●
提
出
期
限
　

5
月
23
日（
月
）

●
組
織
構
成

　

・
公
募
に
よ
る
市
民

：

４
人
以
内

　

・
公
共
団
体
等
の
代
表

：

８
人
以
内

　

・
人
権
問
題
に
関
し
知
識
お
よ
び

　

 

経
験
を
有
す
る
者

：

４
人
以
内

【
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先
】
　

  

　

（
市
）人
権
啓
発
課
　

　
　

☎（
3
5
）1
0
3
5　

 E-m
ail

：zinken@
city.shim

anto.lg.jp

　

「
人
権
」と
は
、「
人
が
幸
せ
に
生

活
で
き
る
た
め
に
必
要
な
権
利
」

で
す
。

　

人
権
擁
護
委
員
は
、
地
域
住
民

の
み
な
さ
ん
が
、
人
権
に
つ
い
て

関
心
を
持
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な

啓
発
活
動
を
行
っ
た
り
、
法
務
局

や
市
役
所
な
ど
の
公
共
施
設
、
地

区
集
会
所
な
ど
に
お
い
て
、
家
庭

や
職
場
、
地
域
社
会
に
お
い
て
の

差
別
・
セ
ク
ハ
ラ
・
Ｄ
Ｖ
・
い
じ
め

な
ど
の
人
権
相
談
を
受
け
て
い
ま

す
。
一
人
で
悩
ま
ず
お
気
軽
に
法

務
局
ま
た
は
人
権
擁
護
委
員
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

　

無
料
・
秘
密
厳
守
で
相
談
に
応

じ
ま
す
。

　

な
お
、現
在
、高
知
県
内
で
は
約

１
８
０
人
の
人
権
擁
護
委
員
が
各

地
域
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

●
四
万
十
市
人
権
擁
護
委
員

　
　
　
　
　
　

（
４
月
１
日
現
在
）

【
問
い
合
わ
せ
先
】

高
知
地
方
法
務
局 

四
万
十
支
局

　
　

☎（
3
4
）1
6
0
0

人
権
尊
重
の
社
会
づ
く
り
協
議
会
委
員
を
募
集
し
ま
す

人
権
擁
護
委
員
制
度
を
ご
存
じ
で
す
か

6
月
1
日
は
人
権
擁
護
委
員
法
が
施
行
さ
れ
た
日
で
す

  中村地域
遠近　準二
  山本　加寿美
竹田　元久
岩瀨　幸吉
佐田　政美
遠近　哲代
威能　敬枝
  西土佐地域
岡林　武範
度長　　靖

四
万
十
川
こ
ど
も
演
劇
祭
２
０
１
１

四
万
十
川
こ
ど
も
演
劇
祭
２
０
１
１

（人形劇団ひぽぽたあむ）
　　　　　　上演時間：50分（劇団むう）　上演時間：45分

（劇団コーロ）
上演時間：1時間35分（休憩10分）

● 問い合わせ先 ●　四万十川こども演劇祭実行委員会（市立中央公民館内） （34）7311　FAX（35）4260

☆
観
劇
料

　

3
歳
以
上
7
0
0
円

　

2
歳
以
下
無
料

※
当
日
受
付
で
お
支
払

　

い
く
だ
さ
い
。

　

こ
の
機
会
に
、
子
ど
も
た
ち
と

一
緒
に
、
生
の
舞
台
を
鑑
賞
し
ま

せ
ん
か
。

　

ど
の
会
場
で
も
鑑
賞
出
来
ま
す
。

平
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☎

5
月
は
市
税
の
滞
納
整
理
月
間
で
す
！

　

市
県
民
税
や
固
定
資
産
税
な
ど
の
市
税
は

住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
、国
民
健
康

保
険
税
は
国
民
健
康
保
険
に
加
入
さ
れ
て
い

る
人
の
健
康
の
た
め
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

市
で
は
毎
年
５
月
を
「
市
税
の
滞
納
整
理
月

間
」と
定
め
、市
税
の
収
納
率
の
向
上
を
目
指

し
て
滞
納
者
に
対
し
訪
問
徴
収
活
動
な
ど
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

市
税
の
滞
納
者
に
は
督
促
状
や
催
告
書
を

送
付
し
て
い
ま
す
が
、滞
納
が
つ
づ
く
と
納
期

ま
で
に
納
め
た
人
と
公
平
性
を
保
つ
た
め
に
、

延
滞
金
が
加
算
さ
れ
ま
す
。さ
ら
に
納
税
に
誠

意
が
見
ら
れ
な
い
場
合
に
は
、「
給
与
」や「
預

金
」「
不
動
産
」な
ど
の
財
産
調
査
を
行
い
差
し

押
さ
え
な
ど
の
滞
納
処
分
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、税
の
徴
収
専
門
機
関
で
あ
る「
幡
多

広
域
市
町
村
圏
事
務
組
合
租
税
債
権
管
理
機

構
」に
徴
収
を
移
管
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

■
納
税
相
談
は
お
早
め
に

　

失
業
や
病
気
ま
た
は
災
害
な
ど
特
別
な
事

情
に
よ
り
、収
入
が
減
っ
て
市
税
を
納
め
ら
れ

な
い
人
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。分
割
納
付
や
一

定
期
間
の
納
付
猶
予
も
で
き
ま
す
。

● 

問
い
合
わ
せ
先 

●

（
本
　
　

庁
）
税
務
課 

収
納
係

　

（
３
５
）
5
5
5
2

（
総
合
支
所
）
住
民
課 

税
務
係

　

（
５
２
）
１
１
１
１

軽
自
動
車
税
の
納
期
限
は
5
月
31
日(

火)

で
す

　

納
期
限
ま
で
に
必
ず
納
め
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

《
注
　

意
》

　

４
月
１
日
現
在
に
所
有
し
て
い
れ
ば
、４
月
２
日
以
降
に

廃
車
・
譲
渡
し
て
も
そ
の
年
分
の
軽
自
動
車
税
が
課
税
さ
れ

ま
す
。

　

な
お
、領
収
書
の
右
側
の
納
税
証
明
書
は
車
検
の
際
必
要

で
す
の
で
、車
検
証
と
と
も
に
大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

減
免
に
つ
い
て

　

身
体
障
害
者
等
に
対
す
る
減
免
申
請
は
、５
月
24
日（
火
）

が
提
出
期
限
で
す
。障
害
者
本
人
が
所
有
し
て
い
る
軽
自
動

車
な
ど
が
対
象
に
な
り
ま
す
。

※
精
神
障
害
者
ま
た
は
18
歳
未
満
の
人
は
生
計
が
同
じ
者

　

が
所
有
す
る
軽
自
動
車
等
も
対
象
と
な
り
ま
す
。

【
必
要
書
類
】

■
身
体
障
害
者
等
が
運
転
す
る
場
合

　

・
身
体
障
害
者
手
帳
等
・
納
税
通
知
書
・
車
検
証

　

・
運
転
免
許
証（
本
人
） 

・
印
鑑

■
身
体
障
害
者
等
と
生
計
を
一
に
す
る
者
が
運
転
す
る
場
合

　

・
身
体
障
害
者
手
帳
等
・
納
税
通
知
書
・
車
検
証

　

・
運
転
免
許
証（
運
転
す
る
人
） 
・
印
鑑

■
そ
の
他

　

・
障
害
の
部
位
、等
級
に
よ
り
適
用
に
な
ら
な
い
場
合
も

　

  

あ
り
ま
す
。

　

・
申
請
書
は
税
務
課
に
あ
り
ま
す
。

● 

問
い
合
わ
せ
先 

●

（
本
　
　

庁
）税
務
課 

市
民
税
係 

☎（
３
４
）１
１
１
２

（
総
合
支
所
）住
民
課 

税
務
係
　

 

☎（
５
２
）１
１
１
１

自
動
車
税
の
納
付
に
つ
い
て

平
成
23
年
度
固
定
資
産
税
の
納
期

　

自
動
車
税
の
納
期
限
は
５
月
31
日
（
火
）
と
な

っ
て
い
ま
す
。
納
付
は
必
ず
納
期
限
ま
で
に
、
銀

行
・
郵
便
局
・
農
協
な
ど
お
近
く
の
金
融
機
関
で

お
済
ま
せ
く
だ
さ
い
。

　

本
年
度
も
、コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
の
納

付
が
可
能
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。平
日
に
納
付
で

き
な
い
人
な
ど
納
税
通
知
書
持
参
の
う
え
、ご
利

用
く
だ
さ
い
。（
詳
し
く
は
、納
税
通
知
書
の
裏
面

を
ご
覧
く
だ
さ
い
）

　

な
お
、納
税
通
知
書
が
届
い
て
い
な
い
人
が
い

ま
し
た
ら
下
記
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、身
体
障
害
者
等
に
対
す
る
減
免
の
手
続

き
期
限
も
５
月
31
日
（
火
）
ま
で
と
な
っ
て
お
り

ま
す
の
で
、ご
注
意
く
だ
さ
い
。

＊納税通知書・課税明細書は５月中旬

　に発送します

● 問い合わせ先 ●

高知県幡多県税事務所

四万十市中村山手通19  ☎ (35)5972

● 問い合わせ先 ●

（本　　庁）税務課 資産税係 ☎（35）4428
（総合支所）住民課 税務係 　☎（52）1111

納
　
　
　
　

期

第１期分

第２期分

第４期分

第３期分

5月17日～

　5月31日

7月 1日～

　8月 1日

12月 1日～

　12月26日

9月 1日～

　9月30日
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■申告・問い合わせ先　（本庁）税務課 資産税係 0（35）4428　（総合支所）住民課 税務係 0（52）1111

住宅改修したときは、届出を！
固定資産税が減額される場合があります！

一戸あたり120平方メートルまで、
翌年度の固定資産税を３分の１

〇平成20年1月1日以前から所在して
いる住宅（賃貸住宅除く）

〇平成20年4月1日から平成25年3月
31日までの間にその他欄の①～④
までの工事のうち、①を含む工事
を行うこと

〇改修工事に要した費用の額が30万
円以上であること

〇現在、新築住宅軽減・耐震改修に伴
う減額を受けていない建物である
こと（バリアフリー改修に伴う減
額措置との同時適用は可能です）

（対象となる工事） 
①窓の改修工事
②床の断熱改修工事
③天井の断熱改修工事
④壁の断熱改修工事
（注1）①の工事は必ず行うこと
（注2）①から④の工事は、外気などと

接する部分の工事に限る
（注3）改修工事により、それぞれの部

位が現行の省エネ基準に新た
に適合することが必要となり
ます

（居住者要件)
①65歳以上の人（改修工事が完了した
　年の翌年の1月1日における年齢）
②要介護認定または要支援認定を受
　けた人
③障害者手帳を持っている人
（バリアフリー改修工事）

①廊下の拡幅
②階段のこう配緩和
③浴室の改良
④トイレの改良
⑤手すり取り付け
⑥床の段差解消
⑦引き戸への取り替え
⑧床の滑り止め化

（減額される期間）
改修工事が完了した日の翌年の4月1
日が属する年度分から、下記の表に
示す期間

改修完了日

平成22年 1月 1日～
平成24年12月31日

平成25年 1月 1日～
平成27年12月31日

減額期間

2年間

1年間

改修工事完了後３カ月以内に、
①熱損失防止改修工事証明書（建築士、
指定確認検査機関または登録住宅性
能評価機関が証明したもの）

②工事完了日がわかる書類
③領収書等の写し
を持参のうえ、申告してください。

改修工事完了後３カ月以内に、
①領収書等の写し
②工事明細書　
③改修個所の図面、写真等
④居住者要件が確認できる書類
⑤補助金を受けた場合は、補助金交付決
定通知書の写し

を持参のうえ、申告してください。

改修工事完了後３カ月以内に、
①耐震基準に適合した工事であることの
証明書（地方公共団体、建築士、指定住
宅性能評価機関、指定確認検査機関が
証明したもの）

②耐震改修に要した費用の額がわかる領
収書等

③工事完了日がわかる書類
①～③の書類を持参のうえ、申告してく
ださい。

〇平成19年1月1日以前から所在して
いる住宅（賃貸住宅除く）で、その
他欄のいずれかに該当する人が居
住する住宅であること

〇平成19年４月１日から平成25年３
月31日までに次の工事が完了し、
補助金などを除く自己負担額が30
万円以上であること

〇現在、新築住宅軽減・耐震改修に伴
う減額を受けていない建物である
こと

〇昭和57年1月1日以前から所在して
いる住宅であること（併用住宅は
居住部分の割合が２分の１以上の
もの）

〇平成22年1月1日から平成27年12
月31日までの間に現行の耐震基準
に適合する改修工事を行った住宅
であること

〇改修工事に要した費用の額が30万
円以上であること

一戸あたり100平方メートルまで、
翌年度の固定資産税を３分の１

一戸あたり120平方メートルまで、
翌年度から一定期間、固定資産税を
２分の１

省エネ改修

減
額

対
象
家
屋
・
要
件

そ
　
　

の
　
　

他

申
請
期
間
・
必
要
書
類

バリアフリー改修 耐震改修

　

東
日
本
大
震
災
に
よ
り
多
く
の
方
々
が
全
国
各
地
に

避
難
し
て
い
ま
す
が
、避
難
さ
れ
る
前
に
お
住
ま
い
の
市

町
村
や
県
で
は
、
現
在
、
被
災
地
か
ら
避
難
し
て
い
る

方
々
の
所
在
地
な
ど
の

情
報
把
握
が
必
要
と

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
た

め
、
国
に
お
い
て
「
全
国

避
難
者
情
報
シ
ス
テ
ム
」

が
つ
く
ら
れ
ま
し
た
。
こ

れ
は
、
避
難
さ
れ
て
い
る

皆
さ
ま
か
ら
避
難
先
の

四
万
十
市
へ
避
難
先
等

に
関
す
る
情
報
を
ご
提

供
い
た
だ
く
こ
と
に
よ

り
、
避
難
前
に
お
住
ま
い

の
市
町
村
や
県
、
ま
た
避

難
先
の
四
万
十
市
や
高

知
県
か
ら
行
政
サ
ー
ビ

ス
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま

な
お
知
ら
せ
を
お
届
け

す
る
も
の
で
す
。

　

現
在
、被
災
地
か
ら
避

難
さ
れ
て
い
る
方
に
つ
い

て
は
、市
民
課
窓
口
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

（
本
庁
）市
民
課
　

　

☎（
３
４
）１
１
１
３

（
総
合
支
所
）住
民
課

　

☎（
５
２
）１
１
１
１

避
難
さ
れ
て
い
る
皆
様

避
難
前
に
お
住
ま
い
の

県
・
市
町
村

四
　

万
　

十
　

市

高
　

知
　

県

①提供していただく情報
・ 氏名、生年月日、性別
・ 避難前の住所
・ 避難先（避難所、個人宅等）

②お知らせ
・見舞金等の各種給付の連絡
・国民健康保険証の再発行
・税や保険料の減免・猶予・期限延長等の通知　など

【全国避難者情報システム】

全
国
避
難
者
情
報
シ
ス
テ
ム

全
国
避
難
者
情
報
シ
ス
テ
ム【参考】全国避難者情報システムについての詳細は、総務省のホームページをご覧ください。

　　　　（総務省）http://www.soumu.go.jp/menu_kyotsuu/important/kinkyu02_000082.html
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注）特定健診（生活習慣病健診）は、40歳以上の国保加入者で受診票又は受診券を送付している人および40歳以上の協
会けんぽ等加入の被扶養者で市に事前に予約済みの人が対象です。    

※5月14日までの計画については、広報四万十4月号に掲載しています。    
問い合わせ先　　（本庁）保健介護課　0(34)1115　　（総合支所）保健課　0(52)1132    
　　　　　　　　中村地域の狂犬病予防注射業務：（本庁）環境生活課　0（35）4147

5
事　　業　　名　

胸部レントゲン（肺がん検診）
定例健康相談
親子子育て相談　【要予約】
特定健診（生活習慣病健診）注
乳幼児（赤ちゃん）相談
ママタッチ教室
胸部レントゲン（肺がん検診）
健康の集い（出張料理セット）
乳児健診
胸部レントゲン（肺がん検診）
出張健康相談
胸部レントゲン（肺がん検診）
3歳児健診
狂犬病予防注射
特定健診結果説明会
乳児健診
マム＆チルドレン
ポリオ集団予防接種
1歳9ヵ月児健診
狂犬病予防注射
健康の集い（食事会セット）
胃がん検診
胃がん検診
ひまわり健診
健康相談
ひまわり健診
ひまわり健診
定例健康相談
胸部レントゲン（肺がん検診）
乳児健診
マム＆チルドレン
ひまわり健診
ひまわり健診
胸部レントゲン（肺がん検診）
ひまわり健診
3歳児健診
ひまわり健診報告会
ひまわり健診報告会
ひまわり健診報告会
ひまわり健診報告会
ひまわり健診報告会
ひまわり健診報告会
ひまわり健診報告会
ひまわり健診報告会
ひまわり健診報告会
特定健診結果説明会
出張健康相談
献血
妊婦教室
献血
献血
医師による子育て相談【要予約】
乳幼児（赤ちゃん）相談
ママタッチ教室
離乳食相談
献血

月　 日

5月16日(月)

5月17日(火)

5月18日(水)

5月19日(木)

5月20日(金)

5月23日(月)

5月25日(水)

5月27日(金)

5月30日(月)

5月31日(火)

6月 1日(水)

6月 6日(月)

6月 8日(水)

6月 9日(木)

6月10日(金)

6月14日(火)

6月15日(水)

6月16日(木)

6月17日(金)

該当地区

東中筋

中筋

具同・八束
八束

富山

後川

東中筋

時　　間
個別通知
  9:00～11:00

9:00～12:00　13:00～17:00
9:30～10:30　13:30～14:30
  9:30～11:00
  9:30～11:00
個別通知
11:00～

12:50～13:30
個別通知
  9:00～11:00
個別通知
12:50～13:30
個別通知

10:00集合/13：30集合
12:50～13:30
10:00～11:30
受付　15:00～
12:50～13:30
個別通知
11:00～

  8:00～10:00
  8:00～10:00

9:30～10:30　13:30～14:30
13:30～15:00 
 9:30～10:30
13:30～14:30
  9:00～11:00
個別通知
12:50～13:30
10:00～11:30
  9:30～10:30
13:30～14:30
個別通知

9:30～10:30　13:30～14:30
12:50～13:30
  9:30～10:00
10:30～11:00
13:30～14:00
14:30～15:00
15:30～16:00
  9:30～10:00
10:30～11:00
13:30～14:00
14:30～15:00

10:00集合/13：30集合
  9:00～11:00
13:00～16:30
13:30～15:30
  9:00～11:00
12:30～17:00

9:00 ～ 12:00　13:00 ～ 17:00
9:30 ～ 11:00　13:00 ～ 14:30
  9:30～11:00
13:00～14:30
  9:00～12:30

場　　　所
西土佐地域内
西土佐分署横
市役所 保健介護課
JA西部事業所
市役所 3階 会議室
市役所 3階 会議室
西土佐地域内
中半集会所
市役所 3階 会議室
西土佐地域内
JA高知はた西土佐支所
西土佐地域内
市役所 3階 会議室
後川、蕨岡地区
幡多クリーンセンター
市役所 3階 会議室
具同体育センター
西土佐保健センター
市役所 3階 会議室
中村街地区
下家地集会所
具同防災センター（出来島）
具同防災センター（出来島）
津野川小学校体育館
市役所 1階 相談室4
旧権谷小学校体育館
半家天満宮集会所
西土佐分署横
富山地区
市役所 3階 会議室
具同体育センター
中半体育館
藤ノ川集会所
後川地区
大宮小学校体育館
市役所 3階 会議室
本村集会所
江川流域交流センター
方の川集会所
西ケ方集会所
下方集会所
下家地集会所
中家地集会所
薮ケ市集会所
須﨑集会所
JA西部事業所
ＪＡ高知はた西土佐支所
黒潮医療専門学校
市役所 3階 会議室
幡多土木事務所
サニーマート
市役所 保健介護課
市役所 3階 会議室
市役所 3階 会議室
市役所 3階 会議室
市民病院
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「
最
近
外
で
見
か
け
な
く
な
っ
た
」「
近
所
の
家
か
ら
大
き

な
声
や
音
が
聞
こ
え
る
」「
夜
に
な
っ
て
も
部
屋
の
明
か
り

が
つ
か
な
い
」
と
い
っ
た
こ
と
を
地
域
で
見
か
け
ま
せ
ん

か
？

　

小
さ
な
サ
イ
ン
に
気
づ
く
こ
と
は
、高
齢
者
虐
待
を
未
然

に
防
ぐ
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

〈
高
齢
者
虐
待
の
事
例
〉

●
虐
待
を
し
て
い
る
こ
と
に
気
づ
い
て
い
な
い
場
合

・
親
の
年
金
を
パ
チ
ン
コ
や
お
酒
に
使
い
こ
ん
で
し
ま
う
…

・
必
死
に
介
護
を
す
る
あ
ま
り
に
高
齢
者
に
つ
ら
く
当

　

た
っ
て
し
ま
う
…

●
虐
待
を
受
け
て
い
る
こ
と
に
気
づ
い
て
い
な
い
場
合

・
子
ど
も
の
た
め
と
思
い
、

必
要
以
上
の
お
金
を
与
え
て
し

　

ま
う
…

・
介
護
を
受
け
て
い
る
身
だ
か
ら
仕
方
が
な
い
と
他
者
に

　

相
談
せ
ず
我
慢
す
る
…

気
に
な
る
こ
と
が
あ
れ
ば
左
記
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
高
齢
者
虐
待
に
関
す
る
窓
口
■

　

【
中
村
地
域
】
　

　
　

（
市
）地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー 

0（
3
4
）0
1
7
0

　

【
西
土
佐
地
域
】

　
　

（
市
）地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
西
土
佐
支
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

0（
5
2
）1
0
0
0

●
こ
の
よ
う
な
場
所
で
講
座
を
開
催
し
て
き
ま
し
た

　

高
知
銀
行
中
村
支
店
、四
国
銀
行
中
村
支
店
・
中
村
駅
前
支
店
、四
国
電
力
中
村
支
店
、

　

幡
多
福
祉
保
健
所
、各
地
域
老
人
ク
ラ
ブ
、各
地
域
集
会
所
…
…
な
ど

●
広
が
れ
！
サ
ポ
ー
タ
ー
の
輪
！

　

四
万
十
市
内
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
数
は
3
1
6
名
（
平
成
23
年
1
月
現
在
）
で
す
。沢
山

　

の
方
に
ご
理
解
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

今
後
も
支
援
の
輪
が
広
が
る
よ
う
に
、ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　

サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
は
少
人
数
で
も
開
催
で
き
ま
す
。ぜ
ひ
左
記
ま
で
お
問
い
合
わ

　

せ
く
だ
さ
い
。

　

（
市
）地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー（
本
庁
１
階 

保
健
介
護
課
内
）

　
　

0（
3
4
）0
1
7
0（
担
当
‥
竹
本
、文
野
）

四万十市 認知症家族の会「たんぽぽの会」
　介護の悩みや戸惑い、日々の不安など…皆さんで共に、どうしたらよいか知恵や経験を出し合い、ゆっくり
話してみませんか。初めての人、介護を終えた人、関係機関の人など、たくさんの参加をお待ちしています。

日　時　5月25日（水） 13時30分～15時30分
場　所　市役所6階 第1、第2委員会室
　※家族の人だけでも、認知症の人とご一緒でもかまいません。
　　四万十市地域包括支援センターの職員も参加します。

● 問い合わせ・申込先 ●

「たんぽぽの会」事務局：松岡時規子　 （34）4528

（市）地域包括支援センター（本庁1階 保健介護課内）

（34）0170

●
あ
な
た
も
受
講
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

平
成
21
年
よ
り
銀
行
や
電
力
会
社
、
各
地
域

の
集
会
所
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
場
所
で
認
知
症

サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

今
回
、
近
所
の
人
た
ち
と
認
知
症
に
つ
い
て
考

え
た
い
と
い
う
連
絡
を
い
た
だ
き
、
3
月
25
日

（
金
）、具
同
地
区
に
て
講
座
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

認
知
症
の
患
者
数
は
増
加
の
一
途
を
た
ど
り
、

85
歳
以
上
の
4
人
に
1
人
は
認
知
症
で
あ
る
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
今
回
の
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成

講
座
で
は
、地
域
の
人
が
声
掛
け
を
し
て
、会
場

と
し
て
自
宅
を
提
供
し
て
く
だ
さ
り
、
自
分
た

ち
の
地
域
で
の
認
知
症
の
方
と
の
か
か
わ
り
や

介
護
体
験
な
ど
、認
知
症
に
つ
い
て
語
り
、学
び

合
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
後
も
サ
ポ
ー
タ

ー
養
成
講
座
を
通
じ
て
、
地
域
の
中
で
生
活
し

て
い
る
認
知
症
の
方
や
そ
の
家
族
に
対
し
、
何

が
で
き
る
の
か
と
も
に
考
え
、
支
援
の
輪
を
広

げ
て
い
く
こ
と
が
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

介
護
保
険
だ
よ
り

介
護
保
険
だ
よ
り

高
齢
者
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
を
つ
く
る
た
め
に

「
高
齢
者
虐
待
」に
つ
い
て

　
　
　
　

考
え
て
み
ま
し
ょ
う

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

　
　
　
　
　
　
　
　
　

各
地
で
開
催
中
！！
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障害児・者の手当について
在宅の障害児・者に対して、次のような手当が支給されます。
新たに手当を受ける場合は申請が必要となります。支給に該当すると思われる場合は、下記まで
お問い合わせください。

※ 在宅の障害者に対する手当であるため施設に入所している場合は支給の対象外です。また扶養義務者
　 等に一定額以上の所得がある場合も支給の対象外となります。
※ 認定に際しては診断書による判定が必要となります。

・1～2級程度の障害が2つ以上重複しているあるいは、1～2
級程度の障害と3級程度の障害が2つ以上重複している人
・重度の身体機能障害により、日常生活動作能力の評価が極
めて重度と認められる人
・内部障害により絶対安静の人
・精神または知的障害により日常生活能力の評価が極めて
重度と認められる人

・身体障害1級程度の障害がある人および2級程度の障害が
ある一部の人
・療育手帳A1またはA2の一部の人
・精神の障害により上記と同程度以上と認められる人

・身体障害1～3級程度の障害がある人または4級程度の障害
がある一部の人
・療育手帳A1～A2、またはB1の一部の人
・精神の障害により上記と同程度以上と認められる人

・身体障害1～3級手帳の交付を受けている人
・療育手帳A1～A2の人
・特別児童扶養手当1級の認定を受けている人

手当の種類
(手当月額 ) 対象者 障害等の区分 備考

特別障害者手当
（26,340円）

障害児福祉手当
（14,330円）

四万十市心身
障害児扶養手当
(2,000円)

特別児童扶養手当
1級(50,550円)
2級(33,670円)

常時特別な介護を
必要とする、在宅
の20歳以上の人

３ヶ月を超えて入院
している場合は支給
対象外となります。

障害を事由とする年
金を受給している場
合は支給対象外とな
ります。

常時介護を必要と
する、在宅の20歳
未満の児童

20歳未満の児童を
自宅で養育してい
る保護者

■問い合わせ先　（本庁）福祉事務所 社会福祉係 ☎（34）1120　（総合支所）福祉事務所分室（保健課内） ☎（52）1132

ひ
と
り
親
家
庭
医
療
費
助
成
制
度

ひ
と
り
親
家
庭
医
療
費
助
成
制
度

　

18
歳
に
な
っ
た
年
の
年
度
末
ま
で
の
お
子
さ
ん
が
い
る
ひ
と
り

親
家
庭
や
、
ご
両
親
の
い
な
い
お
子
さ
ん
な
ど
の
医
療
費
の
う
ち
、

保
険
診
療
分
の
一
部
負
担
金（
高
額
療
養
費
・
付
加
給
付
額
は
除
く
）

を
四
万
十
市
が
助
成
す
る
制
度
で
す
。対
象
は
所
得
税
が
課
税
さ
れ

て
い
な
い
世
帯
で
、申
請
さ
れ
た
翌
月
か
ら
助
成
し
ま
す
。

＊
な
お
、現
在
世
帯
に
所
得
税
納
税
者
が
い
る
た
め
給
付
が
停
止
ま

　

た
は
支
給
対
象
外
に
な
っ
て
い
る
人
で
、平
成
22
年
分
の
所
得
税

　

が
非
課
税
世
帯
と
な
る
人
な
ど
は
、6
月
に
申
請
手
続
き
を
行
う

　

と
7
月
か
ら
支
給
対
象
と
な
り
ま
す
。(

7
月
以
降
に
申
請
の
場

　

合
は
、申
請
の
翌
月
か
ら
の
対
象
と
な
り
ま
す)

☆
平
成
23
年
度
ひ
と
り
親
家
庭
医
療
費
受
給
資
格
の
更
新
☆

　

5
月
は
、ひ
と
り
親
家
庭
医
療
費
受
給
資
格
の
更
新
月
で
す
。

　

該
当
者
は
次
の
要
領
で
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

◆
受
付
期
間

　

5
月
9
日(

月)

〜
27
日(

金)

　

８
時
30
分
〜
12
時
、13
時
〜
17
時
15
分

　

※
土
、日
を
除
く

◆
受
付
場
所

　

福
祉
事
務
所
ま
た
は

　

福
祉
事
務
所
西
土
佐
福
祉
分
室（
保
健
課
内
）

◆
持
参
す
る
も
の

　

健
康
保
険
証
、印
鑑
、受
給
者
証
　

な
ど

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

(

本
　
　

庁)
福
祉
事
務
所 

家
庭
福
祉
係

　
　

☎（
3
4
）1
8
0
1

　

(

総
合
支
所)

福
祉
事
務
所
西
土
佐
福
祉
分
室（
保
健
課
内
）

　
　

☎（
5
2
）1
1
3
2

●相談窓口　
（本　　庁）保健介護課 保健衛生係 0（34）1115
（総合支所）保健課 　　　　　　　 0（52）1132
幡多福祉保健所 健康障害課 精神保健福祉担当
0（34）5124または0（35）5979

心の健康相談
　ひとりで悩んでいませんか？
　人とのつきあいがどうもうまくいかない。
　いろんなことを考えてしまって、よく眠れない。
　なにをするのもいやになり、家にとじこもっている日々が続いている
　など、心にゆとりが無くなって、悩んだりしていませんか。
　そんな時、お気軽にご相談ください。 

　保健師等による電話相談・面接相談は随時お受けしていま
す。保健所では、相談される内容によって、精神科嘱託医の相
談も受けることができます。
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四万十市地域子育て支援センター 四万十市地域子育て支援センター 四万十市地域子育て支援センター “ぽっぽ”“ぽっぽ”“ぽっぽ”

問い合わせ先

四万十市地域子育て支援センター“ ぽっぽ ”
右山元町1丁目2-10　（旧元町保育所）☎（３５）３７４８

時

場

6月７日(火)　10：00～11：30

安並公園(雨天の場合は子育て支援センター)

親子ふれあい活動　　0･1･2･3歳児対象

　たこのおもちゃを作るよ。びよよ～ん、びよよ～ん
上手く泳ぐかな？お母さんと一緒に楽しく遊ぼう。

作って遊ぼう　①②③

時

場

①5月31日(火)、②6月２日(木)、③３日(金)
9：30～11：30　
子育て支援センター

その他の活動

〈ぽっぽで遊ぼう〉
　　手作りの名札を作ったり、自己紹介もするよ。ぽっぽの
　おもちゃで遊んだり、お母さん同士おしゃべりも楽しん
　でね！

ぴよちゃんクラブ　①②

時

場

①5月 17日 (火 )、②19日 (木 )　9：30～11：30
子育て支援センター

　ぽっぽさん、ぴよちゃんのお母さんのリフレッシュタイ
ムです。　
　子育ての悩みなど、いろんなおしゃべりをしましょう！

おしゃべり広場　　0・1・2・3歳児

時

場

5月30日(月)　10：00～11：30
子育て支援センター

　4，5月生まれのお友だちのお誕生日をみんなでお祝いし
ようね。

お誕生会

時

場

［1・2・3歳児］　  5月20日(金)  9：30～11：30
［ぴよちゃんクラブ］   24日(火)  9：30～11：30
子育て支援センター

<離乳食試食会〉
　　初期～中期の離乳食を、基本をもとに栄養士さんが
　作ってくれ試食をします。
　※参加を希望される人は6月10日（金）までに、ご連絡くだ
　　さい。初めて参加される人も大歓迎です。

時

場

①6月14日(火)　9：30～11：30
子育て支援センター

　①②③グループ一緒に安並公園でピクニック！広い公
園で元気いっぱい遊ぼう！おやつも持って来てね。（現地
集合、解散。おやつの準備は、天気にかかわらずお願いしま
す）

※初めて参加を希望される人は、準備などの都合があり
　ますので、事前にご連絡ください。①など番号がつい
　ている活動は、日程ごとにグループに分かれます。

※利用できる人
　子育て支援センターの活動・利用は、市内在住で
　保育所や幼稚園に通っていない就学前の乳幼児と
　その保護者、家族を対象としています。

なかよしピクニック

子育て相談　電話相談・来所相談
　子育てについて思っていること、悩んでいることなど
気軽にご相談ください。
　毎週月～金曜日　9：30～11：30、13：00～17：00　

☆ 家庭相談員による育児相談
　毎月第３木曜日　9：30～11：30

です！です！です！

５月１３日　金

６月１０日　金

５月２０日　金

５月１１日　水

６月１５日　水

５月２５日　水

５月２４日　火

５月１６日　月

６月１４日　火

６月１０日　金

６月１０日　金

６月１４日　火

園庭開放

保育所名 月　　日 時　　間 駐車場

９：３０～１０：３０

１０：００～１１：００

９：３０～１０：３０

１０：００～１１：００

９：３０～１０：３０

１０：００～１１：００

９：３０～１０：３０

９：３０～１０：３０

９：３０～１０：３０

なし

なし

数台あり

数台あり

数台あり

数台あり

数台あり

数台あり

数台あり

愛 育 園

もみじ保育所

あおぎ保育所

下田保育所

竹島保育所

東山保育所

具同保育所

八束保育所

東中筋保育所

中村幼稚園 園開放中村幼稚園 園開放
　中村幼稚園では、子育て支援のために、毎月第２水曜日の９時30分から12

時まで、３歳までを対象に園を開放しています。連絡をいただければ平日も

8時から18時の間で開放をしますので、皆さま、お気軽においでください。

・入園は3歳から随時できます。

・給食制度、補助金制度があります。 ■お問い合わせ先■　中村幼稚園 （34）7511

※雨天の場合は中止します。
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　供用開始区域になると、皆さんの家庭の台所、風呂、トイレなどからの汚水を公共下水道へ流すための排水設
備工事（宅内の配管などの工事）を行うことが、下水道法で義務づけられています。
　公共下水道による公衆衛生の向上と生活環境の改善のため、早期の下水道接続をお願いします。
※市では分流式下水道となっており、生活雑排水などの汚水と雨水は分けて処理されます。

融資あっせん利子補給制度

下 水 道 使 用 料

排水設備工事の施工は指定工事店で

【制度の内容】
◆融資限度額　50万円まで
◆償還方法　元金均等毎月償還(48回払い以内)
◆市が負担する利子の割合
供用開始の日から排水設備工事の計画申請を提出する
時期に応じて次のように異なります。

　６ヵ月以内 　　　　　　利子の全額
　６ヵ月を経過し１年以内　　80％
　１年を経過し２年以内 　　60％
　２年を経過し３年以内 　　40％
　３年を経過 　　　　　　適用除外

　※市が負担する利子以外の利子は、自己負担となり
　　ます。
◆制度対象者の条件
　☆自己の居住を目的とした建物の排水設備工事であ
　　ること。（新築の場合は対象外）
　☆市税、受益者負担金を滞納していないこと。
　☆市内に居住する連帯保証人１名を有すること。

　皆さんが行う排水設備工事の一時的な費用負担
を軽減するため、市内の金融機関と市の契約によ
る工事費の融資制度があります。
　この制度は、皆さんに金融機関から融資を受け
てもらい、その償還にかかる利子の全部または一
部を市が負担するものです。

　排水設備工事は、皆さんのご負担で行ってい
ただきますが、工事は市が指定した「指定工事
店」でなければ施工できません。
　61業者（平成23年度現在）を指定しています
ので工事費の見積金額を検討したうえで発注
してください。

　排水設備工事が完了して、下水道を使用するよ
うになったときから、下水道使用料を毎月納めて
いただくことになります。
　この使用料は、下水処理施設の管理運営を行う
ために必要な費用です。
　下水道使用料は、通常は上水道の計量メーター
の毎月の使用水量により計算されます。
　また、地下水をくみ上げている場合は、市が貸
与する計量メーターで水量を認定します。

問い合わせ先：（市）都市整備課 下水道係　☎（34）6129

～管理栄養士からのメッセージ～

作
り
方

（市民病院 管理栄養士　広井蓉子）

① 米は洗って水を切っておく。
②かつおを1.5cm角の角切り、しょうがをせん切りにして、5～6分煮る。
　※煮えたら、具(かつお)と煮汁に分け、煮汁は冷ましておく。
③煮汁を冷ましている間に、材料を切る。
　・ごぼう：ささがき　　　　・にんじん：いちょう切り　
　・たけのこ：いちょう切り　・しいたけ：食べやすい大きさ
④炊飯器に洗った米を入れ、②の煮汁に水を加えて、炊飯器の１合の目盛りに　
　なるよう入れる。②のかつお・③の具・昆布をのせ、調味料を加えて炊く。
⑤茶わんに盛りつけて、できあがり！

栄養成分（1人分）
エネルギー：394kcal
たんぱく質：19.1g
食　　　塩：2.6g

○所要時間 約90分

　今回は、今の季節が旬のかつおを使った「かつお飯」を紹介します。かつ
おだけで炊いても美味しいのですが、今回は、にんじんやごぼうなども一
緒に炊き込んでみました。出来上がりに、三つ葉をのせてもいいですね。

　かつおには、ビタミンB12が多
く含まれており、貧血や冷え症に
有効です。
　また、ＤＨＡやＥＰＡという油
脂も含まれており、血液中の悪玉
コレステロールを下げてくれる
効果があります。
　高知でもたくさん獲れる今が
旬のかつおを食べて、健康な身体
をつくりましょう！

米・・・・・・・・・1カップ
だし昆布・・・・・・1枚

ごぼう・・・・・・・15g
にんじん・・・・・・15g
たけのこ(茹)・・・・30g
しいたけ・・・・・・1枚

＊調味料＊
　しょうゆ(淡)・・・・大さじ1
　本みりん・・・・・・大さじ1/2

材料(2人前)

かつお・・・・・・・90g
しょうが・・・・・・2g
水・・・・・・・・・50㎖
酒・・・・・・・・・小さじ1
砂糖・・・・・・・・小さじ1
本みりん・・・・・・小さじ1
しょうゆ(濃)・・・・小さじ2
しょうゆ(淡)・・・・小さじ1

②

③

かつお飯

　４月からこのコーナーを担当することになりました。生活習慣病予防などをテーマにした
レシピを紹介していきますので、よろしくお願いします。
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① ごみをできるだけ減らす（リデュース）
② 物をできるだけ繰り返し使う（リユース）
③ ごみを資源として再び利用する（リサイクル）

! !! !! !３Ｒでごみ減量

● 

問
い
合
わ
せ
先 
●

　
　
　

（
市
）
環
境
生
活
課
　

　
　
　
　
　

☎
（
3
4
）
6
1
2
6

　

市
内
各
地
で
、テ
レ
ビ
、

冷
蔵
庫
な
ど
の
家
電
製
品

や
タ
イ
ヤ
、消
火
器
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
ご
み
に
遭
遇

し
ま
す
。

　

た
と
え
、た
ば
こ
の
吸

い
殻
や
お
弁
当
の
空
箱
な

ど
ほ
ん
の
軽
い
気
持
ち
で

ポ
イ
捨
て
し
た
と
し
て
も

こ
れ
は
不
法
投
棄
と
な
り
、

り
っ
ぱ
な
犯
罪
で
す
。

　

防
止
活
動
と
し
て
、パ

ト
ロ
ー
ル
や
看
板
、監
視

カ
メ
ラ
の
設
置
、地
区
で

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
清
掃
な

ど
行
っ
て
い
ま
す
が
、一

部
の
心
な
い
人
に
よ
る
不

法
投
棄
は
後
を
絶
ち
ま
せ

ん
。絶
対
に
や
め
て
く
だ

さ
い
。

不法投棄は犯罪です！不法投棄は犯罪です！
しない！させない！許さない！

不法投棄を行った者不法投棄を行った者
5年以上の懲役

または

1000万円以下の罰金

会社・団体などの場合さらに
3億円以下の罰金

ト
ン
ボ
公
園
だ
よ
り

ト
ン
ボ
公
園
だ
よ
り

ト
ン
ボ
公
園
だ
よ
り

スイレンの花にとまる
コフキヒメイトトンボ

ハナショウブ

　

5
月
は
、ト
ン
ボ
公
園
が
一
年
中
で
一
番
華
や
ぐ
季
節

で
す
。ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
後
半
は
数
万
株
に
増
え
た

カ
キ
ツ
バ
タ
が
ト
ン
ボ
池
を

彩
る
中
、ク
ロ
イ
ト
ト
ン
ボ
や

オ
オ
イ
ト
ト
ン
ボ
が
ユ
ニ
ー

ク
な
潜
水
産
卵
を
見
せ
て
く

れ
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
こ
ろ
か

ら
ス
イ
レ
ン
も
満
開
状
態
と

な
り
、毎
日
1
0
0
0
単
位
の

花
を
楽
し
め
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。
た
だ
、
温
帯
ス
イ
レ
ン

の
花
は
日
が
高
く
な
る
と
し
ぼ
ん
で
し
ま
い
ま
す
の
で
、

午
前
中
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
夕
涼
み
だ
と
、「
つ
ぼ
み
」

だ
け
し
か
見
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

中
旬
に
な
る
と「
春
の
ト
ン
ボ
」
が
少
し
ず
つ
姿
を
消

し
て
い
く
一
方
、サ
ラ
サ
ヤ
ン
マ
な
ど「
初
夏
の
ト
ン
ボ
」

が
活
動
期
を
迎
え
、水
際
の
草
間
に
は
全
長
2
㎝
余
り
し

か
な
い
、
ト
ン
ボ
公
園
最
小
の
ト
ン
ボ
・
コ
フ
キ
ヒ
メ
イ

ト
ト
ン
ボ
が
群
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

下
旬
に
な
る
と
、
日
本
一
美

し
い
ヤ
ン
マ
と
い
わ
れ
る
マ
ル

タ
ン
ヤ
ン
マ
な
ど
大
型
種
や
、

夏
の
代
表
種
チ
ョ
ウ
ト
ン
ボ
の

羽
化
が
始
ま
り
、
約
40
品
種
1

万
株
に
増
え
た
ハ
ナ
シ
ョ
ウ
ブ

の
花
が
楽
し
め
る
の
も
こ
の
こ

ろ
か
ら
で
す
。

　

ま
た
、
ト
ン
ボ
と
自
然
を
考

え
る
会
の
職
員
が
本
格
的
な
草
刈
り
作
業
に
追
わ
れ
る

よ
う
に
な
る
の
も
、5
月
か
ら
と
な
り
ま
す
。

問 

（
社
）
ト
ン
ボ
と
自
然
を
考
え
る
会
　

　
　
　
　

  

☎
（
3
7
）
4
1
1
1

家
庭
ご
み
減
量
推
進
員
研
修
会

を
開
催
し
ま
し
た

家
庭
ご
み
減
量
推
進
員
研
修
会

を
開
催
し
ま
し
た

　

4
月
14
日
（
木
）
、
幡
多
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
（
上
ノ
土
居
）
に

お
い
て
1
6
8
人
の
推
進
員
お
よ
び
区
長
出
席
の
も
と
、
中
村

地
域
の
家
庭
ご
み
減
量
推
進
員
研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

研
修
会
で
は
、
市
が
行
っ
て
い
る
ご
み

減
量
、
資
源
化
政
策
に
つ
い
て
説
明
し
た

後
、ご
み
の
分
け
方
、出
し
方
に
つ
い
て
再

確
認
し
て
も
ら
い
、
溶
融
炉
と
資
源
ご
み

（
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、
紙
類
）
の
ス
ト
ッ
ク

ヤ
ー
ド
で
は
、
家
庭
か
ら
出
さ
れ
た
ご
み

が
ど
の
よ
う
に
処
理
さ
れ
て
い
る
か
見
学

し
ま
し
た
。

　

研
修
会
に
参
加
し
た
推
進
員
か
ら
、
説

明
も
わ
か
り
や
す
く
有
意
義
な
研
修
会
で

あ
っ
た
と
の
意
見
を
い
た
だ
き
、
各
地
区

で
も
開
催
し
て
ほ
し
い
と
い
う
要
望
が
あ

り
ま
し
た
。

　

ご
み
の
勉
強
会
を
実
施
し
た
い
と
い
う

地
区
や
団
体
が
あ
れ
ば
出
前
講
座
を
実
施

し
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
西
土
佐
地
域
で
も
5
月
18
日

（
水
）
の
午
後
か
ら
、
同
様
の
研
修
会
を
開

催
す
る
予
定
で
す
。

○
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当
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区
の
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
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け
る
、ご
み
の
適
正

　

分
別
、ご
み
出
し
マ
ナ
ー
な
ど
の
指
導

○
担
当
地
区
の
不
法
投
棄
に
関
す
る
情
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提
供

※
今
年
度
か
ら
広
報
誌
で
の
推
進
員
名
簿
の
紹
介
は
割
愛
さ

　

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

な
お
、
ご
自
分
の
地
区
の
推
進
員
が
ご
不
明
な
場
合
は
、
区

　

長
に
問
い
合
わ
せ
る
か
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
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さ
い
。

推
進
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ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
リ
ー
ダ
ー
）に
は

次
の
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動
を
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願
い
し
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い
ま
す

推
進
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ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
リ
ー
ダ
ー
）に
は

次
の
活
動
を
お
願
い
し
て
い
ま
す

※懲役刑と罰金刑の両方が科せられる場合があります。
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四万十シルバー教室
　シルバー世代の皆さん。仲間と楽しい時間を過ごしませんか？お気軽にご参加ください。

講 座 名

ダ ン ス

家 庭 園 芸

水 彩 画

謡 曲

詩 吟

生 け 花

大 正 琴

書 道

民 踊

楽しい踊り

編 み 物

　 講 師 名 　

岡 村 　 眞 弓

池 田 　 嘉 夫

野 村 ナ ナ ミ

原 田 　 勝 美

山 口 　 禮 子

加 用 　 幸 子

東 　 　 尚 子

柿 葉 　 梢 風

福 田 　 清 子

岡 村 　 眞 弓

溝 渕 　 寿 美

　　学　習　日　　

第1・3月曜日 午前

第1・3月曜日 午後

第2・4月曜日 午後

第1・3水曜日 午前

第1・3水曜日 午後

第2・4水曜日 午前

第2・4水曜日 午前

第2・4水曜日 午後

第2・4木曜日 午前

第1・3金曜日 午前

第2・4金曜日 午後

備　　考

靴が必要（レクダンス・フォークダンス・創作ダンスなど）

用具は各自が用意

稽古本が必要

花代実費が必要

楽器は各自が用意

用具は各自が用意

靴が必要

靴が必要（民踊・新民踊・創作舞踊など）

用具・材料は各自が用意 　※初心者の募集は5～6人

◆対 象 者

◆申込方法

◆申込締切

所定の申込用紙を中央公民館に用意しています。

必要事項を記入のうえ、お申し込みください。

原則として一人3講座まで受講できます。

5月20日（金） ※土・日曜日は除く（締め切り厳守）

市内在住の60歳以上の人 ◆開催期間 平成23年6月～平成24年3月（毎月2回）

＊午前の部：9時30分～12時　午後の部：13時30分～16時
＊月2回の学習日のうち、1回は受講者の負担金が必要です。
　講座により金額は異なります。

（市）教育委員会 生涯学習課  ☎ (３４)７３１１

■問い合わせ先

日　時　5月27日（金）10時～12時
場　所　市立中央公民館 2階 大ホール

四万十シルバー教室開級式

　

幡
多
地
区
健
康
づ
く
り
推
進
会

議
で
は
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
健
康

づ
く
り
に
役
立
て
て
い
た
だ
く
た

め
に
、
幡
多
地
区
市
町
村
が
主
催

す
る
健
康
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会
と

タ
イ
ア
ッ
プ
し
た
「
幡
多
地
区
健

康
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
」
を
開
催
し

て
い
ま
す
。

　

ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
ポ
イ
ン
ト

カ
ー
ド
を
発
行
し
て
2
回
以
上
参

加
し
た
人
に
、
参
加
賞
を
お
渡
し

し
て
い
ま
す
。

日
　

時

　

5
月
15
日（
日
） 

10
時
集
合

集
合
場
所

　

ふ
れ
あ
い
パ
ー
ク
・
大
月

※
特
産
品
の
販
売
や
食
生
活
改
善
推

　

進
員
の
試
食
も
あ
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
大
月
町
保
健
介
護
課

　

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

☎
0
8
8
0(

7
3)

1
3
6
5

（
問
）幡
多
地
区
健
康
づ
く
り

　
　
　

推
進
会
議
事
務
局

　
　
　
　

・
幡
多
福
祉
保
健
所
　

　
　

☎（
3
4
）5
1
2
0

幡
多
地
区

　

健
康
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー

　

今
年
で
刑
死
百
年
を
迎
え
た
幸
徳
秋
水
の
功
績
と
多
面
的

な
魅
力
と
現
代
的
な
意
義
に
つ
い
て
考
え
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

を
開
催
し
ま
す
。幸
徳
秋
水
や
大
逆
事
件
の
代
表
的
な
研
究
者

を
お
招
き
し
ま
す
。

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
２
部
構
成
で
、
前
半
に
４
人
の
パ
ネ
リ

ス
ト
に
そ
れ
ぞ
れ
の
研
究
分
野
の
お
話
を
各
自
20
分
程
度
お

話
い
た
だ
き
、
そ
の
後
、
山
泉
先
生
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
す
。

　

会
場
か
ら
の
質
問
も
お
受
け
し
ま
す
の
で
、
皆
さ
ま
、
お
誘

い
あ
わ
せ
の
う
え
、お
い
で
く
だ
さ
い
。

■
日
　

時
　

５
月
29
日（
日
）
　

13
時
30
分
〜
16
時
30
分

■
場
　

所
　

市
立
文
化
セ
ン
タ
ー

１
．特
別
講
演
　

13
時
30
分
〜
14
時
50
分（
各
20
分
）

　

（
１
）早
野
　

透

　
　
　

（
朝
日
新
聞
コ
ラ
ム
ニ
ス
ト
、桜
美
林
大
学
教
授
）

　

（
２
）田
中
　

伸
尚

　
　
　

（
評
論
家
、近
著
に「
大
逆
事
件
ー
死
と
生
の
群
像
」）

　

（
３
）鍋
島
　

高
明

　
　
　

（
評
論
家
、小
泉
三
申
・
岩
崎
弥
太
郎
の
研
究
者
）

　

（
４
）泉
　

恵
機

　
　
　

（
東
本
願
寺
僧
侶
、高
木
顕
明
の
研
究
者
）

２
．パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
　

15
時
〜
16
時
30
分

　

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

　
　

山
泉
　

進

　
　

（
明
治
大
学
副
学
長
、
大
逆
事
件
を
明
ら
か
に
す
る
会
事

　
　

  

務
局
長
）

　

パ
ネ
リ
ス
ト

　
　

早
野
透
、田
中
伸
尚
、鍋
島
高
明
、泉
恵
機

問 

（
市
）教
育
委
員
会 

生
涯
学
習
課
　

☎（
3
4
）７
３
１
１

幸
徳
秋
水
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

幸
徳
秋
水
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

〜 
大
逆
事
件
１
０
０
年
の
現
代
的
意
義 

〜
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寄
稿

　

幸
徳
秋
水
の
母
多
治
の
い
と
こ
安
岡
良
亮（
１
８
２
５―

７

６
）は
、幕
末
・
維
新
史
に
確
か
な
足
跡
を
残
す
中
村
出
身
の
志

士
で
あ
る
。

　

良
亮
は
、幼
少
の
と
き
か
ら
文
武
を
好
み
、武
道
は
弓
術
、馬

術
、刀
槍
、砲
術
を
修
め
、学
問
は
遠
近
鶴
鳴
、筑
前
亀
井
塾
に

学
ん
で
は
、亀
井
暢
州
門
下
の
錚
々
と
し
て
聞
こ
え
た
。

　

尾
崎
行
雄
は
帝
国
議
会
第
１
回
総
選
挙
で
当
選
し
て
以
来
、

連
続
し
て
50
年
以
上
に
わ
た
っ
て
代
議
士
を
務
め
、「
憲
政
の

神
様
」と
謳
わ
れ
て
い
る
が
、そ
の
父
行
正
は
良
亮
に
影
の
よ

う
に
付
き
従
っ
た
部
下
で
あ
っ
た
。行
雄
自
身
も
少
時
、良
亮

の
薫
陶
を
受
け
て
お
り
、そ
の
著「
咢
堂
自
伝
」で
、「
安
岡
良
亮

と
い
う
人
は
、土
佐
幡
多
郡
中
村
の
郷
士
で
・・・
文
武
両
道
に

秀
で
た
人
で
あ
っ
た
」と
述
べ
て
い
る
。

　

文
武
を
修
め
た
良
亮
は
、中
村
に
帰
っ
て「
帰
子
周
堂
」と
い

う
塾
を
開
き
、後
進
を
指
導
し
て
い
た
が
、幕
末
の
風
雲
に
志

黙
し
難
く
、先
輩
の
樋
口
真
吉
に
従
っ
て
国
事
に
奔
走
し
た
。

　

戊
辰
戦
争
が
起
こ
る
と
、良
亮
は
幡
多
兵
二
小
隊
を
募
っ
て
、

板
垣
退
助
の
迅
衝
隊
に
参
加
、や
が
て
幹
部
に
抜
擢
さ
れ
た
。

　

戊
辰
東
征
中
の
良
亮
の
事
績
で
見
落
と
せ
な
い
の
は
、近
藤

勇
を
斬
刑
に
処
し
た
こ
と
だ
ろ
う
。

　

流
山（
千
葉
）で
捕
ま
り
、板
橋
本
営
で
裁
き
に
か
け
ら
れ
た

勇
を
、谷
干
城
と
良
亮
は
薩
長
の
幹
部
と
と
も
に
審
理
し
た
が
、

龍
馬
、慎
太
郎
の
み
な
ら
ず
多
く
の
同
志
た
ち
を
新
撰
組
に
殺

さ
れ
た（
当
時
、龍
馬
、慎
太
郎
は
新
撰
組
に
殺
さ
れ
た
と
思
わ

れ
て
い
た
）土
佐
代
表
の
２
人
は
、勇
を
許
す
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
。結
局
、２
人
の
主
張
が
通
っ
て
、勇
は
斬
刑
に
処
せ
ら

れ
、そ
の
首
は
京
の
三
条
河
原
に
晒
さ
れ
た
。

　

戊
辰
戦
の
後
、良
亮
は
新
政
府
に
出
仕
し
、頭
角
を
現
し
て

ゆ
く
。

　

中
央
で
官
職
を
重
ね
た
の
ち
地
方
に
転
じ
、高
崎
県（
群
馬
）

参
事
、度
会
県（
三
重
）参
事
、白
川
県
権
令（
知
事
）、白
川
県
改

め
熊
本
県
初
代
県
令（
知
事
）を
歴
任
す
る
。

　

尾
崎
行
雄
も
自
伝
に
書
い
て
い
る
よ
う
に
、こ
れ
ら
の
県
は

難
治
の
県
ば
か
り
で
、文
武
両
道
の
人
良
亮
は
そ
の
手
腕
を
買

わ
れ
た
も
の
ら
し
い
。

　

攘
夷
を
唱
え
て
革
命
に
成
功
し
た
勢
力
は
、政
権
を
握
る
や

開
国
、欧
化
路
線
に
方
針
を
変
え
た
。ま
た
、彼
等
が
進
め
る
封

建
制
度
打
破
や
富
国
強
兵
路
線
は
既
得
権
益
を
失
な
う
士
族

や
、重
い
負
担
を
押
し
つ
け
ら
れ
た
民
衆
の
不
平
不
満
を
買
い
、

明
治
初
年
、世
は
騒
然
と
し
て
い
た
。

　

良
亮
は
、難
治
の
県
に
あ
っ
て
苦
心
惨
憺
、抑
え
る
べ
き
は

抑
え
、
人
心
に
調
和
を
計
る
べ
き
は
計
り
、
治
績
を
上
げ
て

い
っ
た
。

　

し
か
し
、反
政
府
の
動
き
は
大
き
な
う
ね
り
と
な
っ
て
昂
進

し
、明
治
７
年
の
江
藤
新
平
ら
の
佐
賀
の
乱
を
皮
切
り
に
、新

風
連
の
乱
、秋
月
の
乱
、萩
の
乱
と
続
き
、10
年
の
西
南
の
役
に

至
る
。

　

良
亮
が
県
令
に
な
っ
た
熊
本
県
で
は
、当
時
、「
敬
神
排
洋
」

を
唱
え
る
守
旧
派
の
新
風
連
の
勢
力
が
県
下
を
風
靡
し
て
い

た
が
、良
亮
は
新
風
連
の
指
導
者
を
大
社
の
祠
官
に
取
り
立
て

る
な
ど
の
融
和
策
を
と
り
、よ
く
治
め
て
い
た
。

　

し
か
し
、明
治
９
年
、廃
刀
令
が
発
せ
ら
れ
る
や
新
風
連
は

遂
に
決
起
し
、熊
本
鎮
台
や
県
庁
を
襲
っ
た
。

　

新
風
連
の
不
穏
な
動
き
を
察
し
た
良
亮
は
、当
夜
幹
部
達
を

集
め
対
策
を
講
じ
て
い
た
が
、そ
の
会
議
中
に
新
風
連
一
党
に

急
襲
さ
れ
た
。

　

良
亮
は
、傍
ら
に
あ
っ
た
銅
製
の
花
瓶
を
投
げ
つ
け
た
り
し

て
防
い
だ
が
、遂
に
叶
わ
ず
深
手
を
負
っ
て
４
日
後
に
死
去
し

た
。52
歳
で
あ
っ
た
。

　

良
亮
は
、難
に
遭
っ
た
熊
本
の
花
岡
山
上
に
眠
っ
て
い
る
。

　

良
亮
の
劇
的
な
死
に
つ
い
て
幼
時
か
ら
聞
か
さ
れ
て
い
た

秋
水
は
、妻
の
千
代
子
に「（
安
岡
の
お
じ
は
）中
村
町
の
出
世

頭
だ
」と
語
っ
て
い
た
と
い
う
。

　

良
亮
の
死
の
と
き
、秋
水
は
わ
ず
か
６
歳
で
あ
り
、そ
の
薫

陶
は
受
け
て
い
な
い
。

　

し
か
し
、未
亡
人
の
千
賀
子
が
末
の
息
子
秀
夫
た
ち
を
連
れ

て
中
村
へ
帰
っ
て
く
る
と
、安
岡
家
は
親
類
の
子
供
た
ち
の
溜

ま
り
場
に
な
っ
た
。

　

東
京
仕
込
み
の
珍
し
い
服
や
調
度
品
が
あ
る
う
え
に
、長
男

の
雄
吉（
の
ち
の
代
議
士
）が
弟
妹
た
ち
に
送
っ
て
く
る
絵
本

や
雑
誌
、書
籍
が
見
ら
れ
た
か
ら
だ
。

　

早
熟
な
秋
水
は
、絵
入
自
由
新
聞
や
団
々
珍
聞
に
触
発
さ
れ

て
、急
速
に
自
由
民
権
思
想
に
目
覚
め
て
い
っ
た
。

　

自
由
民
権
運
動
が
盛
ん
だ
っ
た
隣
り
の
宿
毛
と
違
っ
て
、当

時
の
中
村
は
、良
亮
と
ゆ
か
り
の
深
か
っ
た
谷
干
城
ら
の
影
響

を
受
け
た
県
下
の
保
守
派
の
牙
城
だ
っ
た
が
、秋
水
は
子
供
た

ち
を
糾
合
し
て
、「
自
由
」と
か「
民
権
」と
か
書
い
た
幟
を
も
っ

て
、保
守
派
の
大
人
た
ち
の
寄
り
合
い
に
押
し
か
け
た
り
し
た

と
い
う
。

　

少
々
強
引
に
な
る
が
、自
由
民
権
思
想
か
ら
出
発
し
た
革
命

家
秋
水
は
、良
亮
亡
き
後
の
安
岡
家
の
書
架
の
中
か
ら
生
ま
れ

た
と
言
え
る
の
か
も
知
れ
な
い
。

　

参
考
文
献

　
　

尾
崎
行
雄
　

『
咢
堂
自
伝
』市
立
図
書
館
蔵

　
　

師
岡
千
代
子『
風
々
雨
々
』幸
徳
秋
水
全
集
別
巻
一

　
　

安
岡
秀
夫
　

『
雲
の
か
げ
』
　

同

り
ょ
う
す
け

よ
う
し
ゅ
う

か
く
め
い

が
く
ど
う

じ
ん
し
ょ
う
た
い

し
ん

ぷ
う
れ
ん

お
き
ち

安岡良亮（１８２５～７６）

わ
た
ら
い
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■
退
職(

失
業)
に
よ
る

　

特
例
免
除
が
あ
り
ま
す
！

　

会
社
な
ど
を
退
職
し
た
場
合
に
は
、国
民
年

金
へ
の
加
入
の
手
続
き
を
行
い
、
月
額
1
5
，

0
2
0
円
の
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
経

済
的
に
困
難
な
場
合
に
は
、退
職（
失
業
）に
よ

る
特
例
免
除
が
あ
り
ま
す
。

◆
メ
リ
ッ
ト…

　

本
人
所
得
を
除
外
し
て
審
査
！

　

特
例
免
除
と
は
、通
常
で
あ
れ
ば
審
査
の
対

象
と
な
る
本
人
の
所
得
を
除
外
し
て
審
査
を

行
い
、保
険
料
の
納
付
が
免
除
さ
れ
る
も
の
で

す
。

　

た
だ
し
、
配
偶
者
、
世
帯
主
に
一
定
以
上
の

所
得
が
あ
る
と
き
は
、保
険
料
免
除
が
認
め
ら

れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
　

通
常
の
場
合

　
　
　
　
　

←

　
　

申
請
者
本
人
の
所
得

　
　

申
請
者
の
配
偶
者
の
所
得

　
　

世
帯
主
の
所
得

　
　

特
例
免
除
の
場
合

　
　
　
　
　

←

　
　

申
請
者
本
人
の
所
得

　
　

申
請
者
の
配
偶
者
の
所
得

　
　

世
帯
主
の
所
得

◆
免
除
が
承
認
さ
れ
る
と…

①
保
険
料
を
一
部
納
付
し
た
の
と
同
じ

　
　

免
除
期
間
の
年
金
額
の
計
算
は
、
保
険

　

料
が
納
付
さ
れ
た
場
合
と
比
較
し
て
、2
分

　

の
１
と
な
り
ま
す
。

②
万
が
一
の
際
に
も
確
か
な
保
障

　
　

病
気
や
事
故
で
障
害
が
残
っ
た
と
き
の

　

障
害
年
金
や
、一
家
の
働
き
手
が
亡
く
な
っ

　

た
と
き
の
遺
族
年
金
な
ど
、免
除
承
認
期
間

　

に
つ
い
て
は
支
給
対
象
の
期
間
と
さ
れ
ま
す
。

◆
手
続
き
は
…

　
　

特
例
免
除
は
、申
請
す
る
年
度
ま
た
は
前

　

年
度
に
お
い
て
退
職
（
失
業
）
の
事
実
が
あ

　

る
場
合
に
対
象
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
こ
の

　

特
例
免
除
に
つ
い
て
は
、
配
偶
者
・
世
帯
主

　

が
退
職
し
た
場
合
も
対
象
と
な
り
ま
す
。

◆
必
要
な
も
の

　

①
年
金
手
帳
ま
た
は
納
付
書
な
ど
基
礎
年

　
　

金
番
号
の
わ
か
る
も
の

　

②
認
め
印(

本
人
が
署
名
す
る
場
合
は
不
要)

　

③
失
業
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
で
き
る
公

　
　

的
機
関
の
証
明
の
写
し

　
　

(

雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
、離
職
票
な
ど)

■
平
成
23
年
度
の
年
金
額

　

●
老
齢
基
礎
年
金

　
　

満
額
　

7
8
8
，9
0
0
円

　

●
障
害
基
礎
年
金

　
　

1
級
　

9
8
6
，1
0
0
円

　
　

2
級
　

7
8
8
，9
0
0
円

　

●
遺
族
基
礎
年
金
　

　
　

子
の
あ
る
妻
の
場
合

　
　
　

(

妻
と
子
1
人
の
場
合)

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　

1
，0
1
5
，9
0
0
円

　
　

子
の
み
の
場
合
（
子
1
人
の
場
合
）
　
　

　
　
　
　

7
8
8
，9
0
0
円

■
年
金
相
談
の
お
知
ら
せ

　

5
月
19
日
（
木
）
、
西
土
佐
総
合
支
所
で
、
10

時
か
ら
15
時
ま
で
日
本
年
金
機
構
に
よ
る
年

金
相
談
を
行
い
ま
す
。ど
う
ぞ
お
気
軽
に
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

  

な
お
、
相
談
時
に
は
、
ご
本
人
・
代
理
人
確
認

の
た
め
の
身
分
証
明
書
（
運
転
免
許
証
な
ど
）

や
年
金
手
帳
、年
金
証
書
な
ど
を
お
持
ち
く
だ

さ
い
。ま
た
、代
理
人
の
場
合
は
委
任
状（
基
礎

年
金
番
号
、相
談
内
容
、交
付
物
の
記
載
）が
必

要
に
な
り
ま
す
。詳
し
く
は
下
記
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

＊
当
日
、年
金
に
関
す
る
デ
ー
タ
の
交
付
を
希

　

望
さ
れ
る
場
合
は
、身
分
証
明
書
と
し
て
運

　

転
免
許
証
、パ
ス
ポ
ー
ト
な
ど
公
的
機
関
の

　

発
行
し
た
有
効
期
限
内
の
顔
写
真
付
身
分

　

証
明
書
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

■
東
日
本
大
震
災
に
よ
る

　

国
民
年
金
の
保
険
料
免
除

　

東
日
本
大
震
災
に
よ
る
被
災
に
よ
り
、住
宅
、

家
財
、
そ
の
他
の
財
産
に
つ
い
て
、
お
お
む
ね

2
分
の
1
以
上
の
損
害
を
受
け
た
人
は
、本
人

か
ら
の
申
請
に
基
づ
き
、
国
民
年
金
保
険
料

（
平
成
23
年
2
月
分
か
ら
６
月
分
）
の
全
額
免

除
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

免
除
を
希
望
す
る
人
は
、下
記
の
申
請
先
で

7
月
末
日
ま
で
に
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ

い
。

※
保
険
料
の
口
座
振
替
を
利
用
し
て
い
る
人
で
、

　

被
災
に
よ
り
今
後
の
保
険
料
納
付
が
困
難
な

　

人
は
、口
座
振
替
の
停
止
手
続
き
を
と
っ
て
い

　

た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
、速
や
か
に
年

　

金
事
務
所
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い 
。

日本年金機構幡多年金事務所　（本庁）市民課 市民係　　（総合支所）住民課 住民国保係問い合わせ・申請先
　（34）1616 　（34）1113 　（52）1111

　

清
流
保
全
や
健
康
づ
く
り
を
願
う
こ
の
大

会
は
、
全
国
の
参
加
者
か
ら
好
評
を
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
一
緒
に
泳
ぎ
ま
し
ょ
う
！

■
日
　

時
　

８
月
７
日（
日
）※

小
雨
決
行

■
コ
ー
ス
・
参
加
資
格
　

　

・
3.5 

km（
入
田
〜
赤
鉄
橋
）

　
　

12
歳（
中
学
生
）以
上
の
健
康
で
泳
げ
る
人

　

・
５
km（
佐
田
沈
下
橋
〜
赤
鉄
橋
）

　
　

15
歳（
高
校
生
）以
上
の
健
康
で
泳
げ
る
人

■
募
集
定
員
　

先
着
４
５
０
人

　
　
　
　
　
　

（
各
コ
ー
ス
合
計
）

■
参 

加 

料
　

６
０
０
０
円

　
　
　
　
　
　

（
ス
ポ
ー
ツ
傷
害
保
険
料
含
む
）

※

地
震
・
台
風
・
豪
雨
・
増
水
な
ど
の
自
然
災

　

害
に
よ
り
中
止
と
な
っ
た
場
合
、４
０
０
０

　

円
返
金
し
ま
す
。  

■
申
込
締
切
　

６
月
７
日（
火
）
　

17
時

※

定
員
に
達
し
た
時
点
で
受
付
を
中
止
し
ま
す

●
参
加
申
込
書
は
、具
同
体
育
セ
ン
タ
ー
・
安

　

並
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
に
あ
り
ま
す
。
ま

　

た
、
体
育
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ

　

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

　

（
財
）四
万
十
市
体
育
協
会 

　
　
　
　
　

☎（
３
７
）４
５
５
８ 

H
P
: http//w

w
w
4
.ocn.ne.jp/̃

ta
ikyo/

E
-m
a
il: ta
ikyo@

shirt.con.ne.jp

第
18
回

四
万
十
川
水
泳
マ
ラ
ソ
ン
大
会

第
18
回

四
万
十
川
水
泳
マ
ラ
ソ
ン
大
会

平
成
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年
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幡多ふれあい医療公開講座
日
　

時
　

6
月
19
日（
日
）

　
　
　
　

13
時
30
分
〜（
13
時
開
場
）

場
　

所
　

市
立
中
央
公
民
館
大
ホ
ー
ル

内
　

容
　

　

岡
村
浩
司（
幡
多
け
ん
み
ん
病
院 
内
科
部
長
）

　
　

「
生
活
習
慣
病 

〜
糖
尿
病
･
高
脂
血
症
に
つ

　
　

い
て
〜
」

　

斧
田
尚
樹（
幡
多
け
ん
み
ん
病
院 

循
環
器
科
医
長
）

　
　

「
生
活
習
慣
病 

〜
高
血
圧
症
に
つ
い
て
〜
」

参
加
料
　

無
料

問
幡多けんみん病院（経営企画課） 
☎ 0880（66）2222（代表）

問
（市）教育委員会 生涯学習課
（34）7311

 春の演奏と舞踊の会　

今
年
は
、
東
日
本
大
震
災
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
公

演
と
し
て
行
い
ま
す
。皆
さ
ま
、お
誘
い
あ
わ
せ

の
う
え
、お
越
し
く
だ
さ
い
。

日
　

時
　

６
月
５
日（
日
） 

12
時
開
演

会
　

場
　

市
立
文
化
セ
ン
タ
ー 

大
ホ
ー
ル

出
　

演
　

日
本
舞
踊
、
三
味
線
、箏
、詩
吟
、

　
　
　
　

剣
舞
、バ
レ
エ
な
ど
16
団
体

入
場
整
理
券 

５
０
０
円

催
　

し

お
知
ら
せ 　大雨や台風、津波により身

に危険が及びそうなときには、

すぐに避難することが第一で

す。避難勧告等の発令があっ

た場合は、すぐに避難しま

しょう。また、強い雨などに

よって避難勧告等の呼び掛け

が聞き取れないことがあるか

もしれません。気象情報等を

チェックし、危険と思われる

場合は速やかに避難すること

が重要です。

　暗い時間帯や、雨が降る中

での避難も想定されるので、

避難場所の位置や、避難所ま

での道筋を日ごろから確認し

ておくとよいでしょう。また、

浸水により避難所まで歩行等

が困難になった場合には、生

命を守る最低限の行動として、

自宅や隣接する建物の上階へ

緊急的に避難するなど、臨機

応変な対応をとる必要があり

ます。

災害に対する備え

お
知
ら
せ

問
日本ディスクドッグナショナルネットワーク事務局　☎0278-24-7628
                                        　　　　　　  （当日）   ☎090-8330-5008

第6回 キューシープラスカップ

　

昨
年
に
引
き
続
き
行
わ
れ
る
こ
の
競
技

会
は
、10
月
に
ア
メ
リ
カ
で
行
わ
れ
る
世
界

選
手
権
の
西
日
本
予
選
を
兼
ね
て
お
り
、

上
位
5
チ
ー
ム
が
出
場
資
格
を
得
ま
す
。

こ
の
資
格
取
得
を
目
指
し
て
日
本
各
地
か

ら
40
チ
ー
ム
以
上
の
優
れ
た
フ
リ
ー
ス
タ

イ
ル
チ
ー
ム
が
集
い
、手
に
汗
握
る
熱
戦
を

繰
り
広
げ
ま
す
。

　

皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
観
覧
に
お
い
で
く
だ
さ

い
。

日
　

時
　

5
月
22
日（
日
）

      

　
　

9
時
〜
16
時

場
　

所
　

赤
鉄
橋
下
特
設
フ
ィ
ー
ル
ド

　

※
観
覧
無
料

子犬の譲渡会 お
知
ら
せ

問 （県）幡多福祉保健所 衛生環境課　 （34）5119

平成23年度　 第１回

日
　

時
　

５
月
25
日（
水
） 

９
時
30
分
〜

場
　

所
　

高
知
県
中
村
小
動
物
管
理
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

（
古
津
賀
３
０
９
６-

３
４
）

　
　
　
　

（
３
４
）６
２
５
２

日
　

程

・
子
犬
を
譲
り
た
い
人
の
受
付

:

９
時
30
分
〜
10
時

・
子
犬
を
飼
い
た
い
人
の
受
付

:

10
時
〜
10
時
10
分

・
抽
選
、譲
渡
犬
決
定
　

   

:

10
時
10
分
〜
10
時
20
分

・
愛
犬
の
飼
い
始
め
講
習
会
　

:

10
時
20
分
〜
11
時

・
子
犬
の
譲
り
渡
し
　
　
　
　

:

11
時
〜

●
子
犬
を
譲
り
た
い
人
は
…

・
事
前
に
高
知
県
幡
多
福
祉
保
健
所
ま
で
連
絡
し

 

て
く
だ
さ
い
。

・
譲
渡
犬
は
、原
則
と
し
て
生
後
２
〜
３
ヶ
月
の

 

健
康
な
子
犬（
離
乳
済
み
）で
す
。

・
当
日
は
必
ず
印
鑑
を
持
参
し
、子
犬
を
連
れ
て

 

き
て
く
だ
さ
い
。

●
子
犬
を
飼
い
た
い
人
は
…

・
必
ず
印
鑑
と
子
犬
を
入
れ
る
箱
や
リ
ー
ド
を
持
っ

 

て
き
て
く
だ
さ
い
。

・
子
犬
の
譲
渡
が
決
ま
っ
た
人
は
講
習
を
受
け
て

 

い
た
だ
き
ま
す
。

・
原
則
と
し
て
本
人
へ
の
譲
渡
と
な
り
ま
す
の
で
、

 

代
理
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

今月は

の納付月です

固定資産税　　１期分

軽自動車税　　全期分

第2回 

ディスクドッグトーナメント
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教
室
・
講
座

　

男
性
の
皆
さ
ん
、家
庭
で
も
っ
と
料
理
を
し
ま

し
ょ
う
。

　

短
時
間
で
調
理
が
で
き
、し
か
も
栄
養
バ
ラ
ン

ス
の
取
れ
た
料
理
を
作
り
食
べ
て
楽
し
ん
で
み

ま
せ
ん
か
。

日
　

時
　

5
月
22
日（
日
）  

11
時
〜
13
時
30
分

場
　

所
　

市
立
働
く
婦
人
の
家

講
　

師
　

谷
崎 

佐
千
代
　

対
象
者
　

市
内
居
住
の
男
性

定
　

員
　

男
性
10
人

材
料
費
　

６
０
０
円

持
っ
て
く
る
も
の
　

エ
プ
ロ
ン
、ふ
き
ん

内
　

容
　

和
食
の
基
本

受
付
期
間
　

　

5
月
16
日（
月
）か
ら
働
く
婦
人
の
家
窓
口
ま
た

　

は
電
話
で
受
付（
9
時
〜
17
時
15
分
）

　

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り

教
室
・
講
座

国や県、市の仕事に対する苦情や要望
《中村地域の相談委員》
　武田 二三生　 （35）6414
　正木 卓夫　　 （37）2560

（本　　庁）
　総務課 （34）1804

（総合支所）
　地域企画課

（52）1111

幡多福祉人材バンク
（35）5514

日本政策金融公庫
高知支店 農林水産事業
　　  088-825-1091

行政相談所

日　時 場　所 相談内容 問い合わせ先

無料農業経営相談

社会福祉センター

社会福祉センター

社会福祉センター

間崎集会所

JA高知はた
　　本所3階

農業に関する借入相談、経営全般に関する
お悩みなどの相談（要事前予約）

相
　

談

定期相談所

初心者 ナイターテニス教室

問 申

教
室
・
講
座

期
　

間
　

平
成
23
年
6
月
6
日
〜
平
成
24
年
2
月
　
　

　
　
　
　

29
日（
毎
週
月
曜
日
、祝
日
等
は
休
講
）

時
　

間
　

19
時
〜
21
時

場
　

所
　

市
立
中
央
公
民
館

定
　

員
　

30
人
程
度

　

※
申
込
者
が
定
員
を
超
え
た
場
合
に
は
抽
選

対
象
者
　

市
内
に
居
住
ま
た
は
通
勤
、通
学
を
し
て
　
　

　
　

い
る
人

講
　

師
　

国
際
交
流
員 

ほ
か

受
付
期
間
　

5
月
20
日(

金)

ま
で

　

※
中
央
公
民
館
窓
口
ま
た
は
電
話
で
受
付

　

発
音
の
基
礎
か
ら
簡
単
な
日
常
用
語
、日
常
会
話

ま
で
を
楽
し
く
学
び
ま
す
。お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

(市)教育委員会 生涯学習課

(34)7311

中国語講座

問 申

働く婦人の家　 （34）6299問 申

（財）四万十市体育協会
（安並スポーツセンター内）　 （34）2071

～男女共同参画社会推進事業～ 

男性の料理教室

期
　

間
　
　

・
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

　

５
月
23
日（
月
）〜
６
月
24
日（
金
） 

毎
週 

月
・
金

・
硬
式
テ
ニ
ス

　

5
月
24
日（
火
）〜
６
月
23
日（
木
） 

毎
週 

火
・
木

　

※
各
計
10
回
、雨
天
の
場
合
は
順
延

時
　

間
　

19
時
〜
21
時

場
　

所
　

安
並
運
動
公
園
内 

テ
ニ
ス
コ
ー
ト

対
象
者
　

市
内
に
居
住
ま
た
は
勤
務
す
る
人

定
　

員
　

各
30
人

　
※
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選
、た
だ
し
こ
れ
ま

　
　

で
参
加
し
た
こ
と
の
な
い
人
優
先

参
加
料
　

１
５
０
０
円（
保
険
料
を
含
む
）

　

※
ス
ポ
ー
ツ
傷
害
保
険
以
外
の
補
償
は
あ
り
ま
せ
ん

講
　

師

・
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

：

中
村
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ

・
硬
式
テ
ニ
ス

：

ウ
エ
ス
ト
ポ
イ
ン
ト
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ

　

※
ラ
ケ
ッ
ト
を
お
持
ち
で
な
い
人
に
は
貸
し
出
　

　
　

し
し
ま
す
。

受
付
期
間
　

５
月
10
日（
火
）〜
20
日（
金
）

　
　
　
　
　

９
時
〜
17
時

申
込
方
法
　

電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い

西土佐
ふれあいホール

西土佐
ふれあいホール

《西土佐地域の相談委員》
  中平 貞行　　☎（52）1632 

特設人権相談所
金銭・相続・借地借家・結婚・離婚・セクハラ
ＤＶ・いじめ・児童虐待・交通事故・裁判費
用など人権に関する問題
(無料、秘密厳守) 

高知地方法務局
四万十支局

（34）1600

5月20日（金）
13時～16時

6月1日（水）
9時～12時

5月26日（木）

6月１日（水）
10時～12時
13時～15時

5月20日（金）
13時～16時

9時～12時
6月1日（水）

13時～17時
5月22日（日）

福祉のしごと
移動相談 9時～17時

月～金曜日

福祉のしごと
日曜相談

福祉関係の仕事に就職・転職を希望する
人の登録と就職に関しての相談
（無料・秘密厳守） 

教
室
・
講
座

問 申 働く婦人の家　☎（34）6299

　

骨
盤
を
無
理
な
く
調
整
し
て
い
く
こ
と
で
本
来

の
歪
み
の
な
い
自
然
な
身
体
へ
と
リ
セ
ッ
ト
し
て

い
き
ま
し
ょ
う
。

日
　

程
　

6
月
21
日
、28
日

　
　
　
　
7
月
5
日
、12
日
、19
日

　
　
　
　

（
各
火
曜
日
、全
5
回
）

  

※
講
師
の
都
合
に
よ
り
変
更
に
な
る
場
合
が
あ

　
　

り
ま
す
。

時
　

間
　

19
時
〜
20
時

場
　

所
　

働
く
婦
人
の
家 

1
階 

軽
運
動
室

講
　

師
　

シ
ミ
ズ
ダ
ン
ス
ス
タ
ジ
オ

対
象
者
　

市
内
に
居
住
ま
た
は
勤
務
す
る
女
性

定
　

員
　

18
人

受
講
料
　

無
料

用
意
す
る
も
の  

  

運
動
の
で
き
る
服
装
、タ
オ
ル
、

  

運
動
靴（
上
履
き
）、水（
水
筒
な
ど
）

受
付
期
間
　

6
月
10
日（
金
）〜

申
込
方
法
　

本
人
に
限
り
窓
口
ま
た
は
電
話
で
受
付

　
　
　
　
　

（
9
時
〜
17
時
15
分
／
土
・
日
を
除
く
）

　

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り

働く婦人の家講座「骨盤体操」

平
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小学部 生活単元学習（うどん作り)

どなたでも参観で
きます。
興味・関心のある
方、ぜひお気軽に
おいでください

　

高
知
新
聞
社
・
Ｒ
Ｋ
Ｃ
高
知
放
送
・
高
知
新
聞
社
会

福
祉
事
業
団
の
主
催
に
よ
る
金
婚
夫
婦
祝
福
式
典
が
行

わ
れ
ま
す
。一
組
で
も
多
く
の
ご
夫
婦
が
参
加
し
て
い

た
だ
け
ま
す
よ
う
ご
案
内
申
し
上
げ
ま
す
。

資
　

格

　

昭
和
36
年
１
月
１
日
か
ら
同
年
12
月
31
日
ま
で
に

　

婚
姻
届
を
し
て
い
る
高
知
県
在
住
の
ご
夫
婦
（
そ
れ

　

以
前
の
届
け
出
で
も
初
め
て
申
し
込
む
人
は
可
）。

　

※
事
情
に
よ
り
婚
姻
届
け
出
が
遅
れ
た
人
は
高
知

　
　

新
聞
社
☎
0
8
8
―
8
2
5
―
4
3
2
8
ま
で

　
　

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

申
込
先

・
〒
7
8
0

-

8
6
6
6
（
住
所
不
要
）

　

（
株
）高
知
新
聞
企
業 

事
業
企
画
部「
金
婚
式
」係

　

6
月
24
日（
金
）必
着

・
〒
7
8
7

-

8
5
0
1

　

四
万
十
市
中
村
大
橋
通
4

-

1
0

　

四
万
十
市
役
所 

保
健
介
護
課 

長
寿
介
護
係

　

6
月
22
日（
水
）必
着

・
〒
7
8
7

-

1
6
0
3

　

四
万
十
市
西
土
佐
用
井
1
1
1
0

-

2
8

　

西
土
佐
総
合
支
所 

保
健
課

　

6
月
20
日（
月
）必
着

必
要
書
類

・
ご
夫
婦
の
戸
籍
抄
本
（
婚
姻
届
の
年
月
日
・
生
年

　

月
日
の
記
入
の
あ
る
も
の
、
謄
本
で
も
可
）

 

・ 

便
せ
ん
に
ご
夫
婦
の
郵
便
番
号
、
住
所（
ふ
り
が
な
）、

　

氏
名（
ふ
り
が
な
）、
年
齢
、
職
業
、
電
話
番
号
、
結
婚

　

記
念
日
を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

　

※
応
募
い
た
だ
い
た
個
人
情
報
に
つ
い
て
は
、
高
知

　
　

新
聞
紙
面
で
の
氏
名
・
市
名
の
紹
介
、
運
営
上
の

　
　

管
理
お
よ
び
ご
本
人
へ
の
連
絡
の
用
途
に
限
り

　
　

利
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

式
典
日
時
　

9
月
1
日（
木
） 

14
時
開
始

　

※
参
加
希
望
組
数
に
応
じ
て
式
典
を
10
時
開
始
と

　
　

14
時
開
始
の
2
回
に
分
け
て
実
施
す
る
場
合
が

　
　

あ
り
ま
す
。な
お
、
8
月
中
旬
ご
ろ
高
知
新
聞
社

　
　

よ
り
ハ
ガ
キ
に
て
ご
案
内
が
あ
り
ま
す
。

式
典
会
場
　

新
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
四
万
十

第54回 金婚夫婦祝福式典

四国アイランドリーグplus公式戦

お
知
ら
せ

　

中
村
養
護
学
校
は
、

小
学
部
、
中
学
部
、
高

等
部
、
訪
問
学
級
の
あ

る
特
別
支
援
学
校
（
知

的
障
害
・
肢
体
不
自

由
）
で
す
。
児
童
生
徒

た
ち
は
社
会
自
立
に

向
け
て
、日
々
い
ろ
い

ろ
な
学
習
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
の
こ
と
や
学
校
の
こ
と
、授
業
に

つ
い
て
地
域
の
皆
さ
ん
に
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、

学
校
は
常
に
公
開
し
て
い
ま
す
が
、特
に
左
記
の

期
間
を
公
開
授
業
ウ
ィ
ー
ク
と
し
て
い
ま
す
。

　

ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
学
校
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

元
気
い
っ
ぱ
い
の
子
ど
も
た
ち
が
待
っ
て
い
ま
す
。

日
　

時
　

６
月
６
日(

月)

〜
10
日(

金)

　
　
　
　

８
時
50
分
〜
15
時
30
分

　
　
　
　

(

月
・
水
／
小
学
部
は
14
時
35
分
ま
で
）

場
　

所
　

県
立
中
村
養
護
学
校

　
　
　
　

（
古
津
賀
3
0
9
1
）

催
　

し

催
　

し

県立中村養護学校　☎(34)1511　FAX(34)1625　（担当：大﨑・中澤）問

催
　

し

問
四万十市観光振興連絡会議
　事務局：（市）観光課　☎（34）1783

問 申 （本庁）保健介護課 長寿介護係 ☎（34）1165　（総合支所）保健課 ☎（52）1132

中村養護学校 公開授業ウィーク

日
　

時
　

6
月
18
日（
土
）
　

11
時

：

開
場

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

13
時

：

試
合
開
始

場
　

所
　

四
万
十
ス
タ
ジ
ア
ム

入
場
料
　

大
人（
高
校
生
以
上
）当
日
1
0
0
0
円

　
　
　
　

【
前
売
り
8
0
0
円
】

　
　
　
　

小
人（
中
学
生
以
下
）当
日
　

5
0
0
円

　
　
　
　

【
前
売
り
4
0
0
円
】

　

※
高
知
県
下
の
小
学
生
は
無
料
（
ド
リ
ー
ム
パ

　
　

ス
ポ
ー
ト
）で
観
戦
で
き
ま
す
。

　
　

小
学
校
就
学
前
の
お
子
さ
ま
も
無
料
で
す
。

前
売
り
チ
ケ
ッ
ト
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ
は

　

高
知
フ
ァ
イ
テ
ィ
ン
グ
ド
ッ
グ
ス
球
団
事
務
所 

　

☎
0
8
8

-

8
7
8

-

0
7
7
5 
ま
で

　

（
平
日
10
時
〜
18
時
、土
曜
10
時
〜
15
時
）

　

当
日
チ
ケ
ッ
ト
は
ス
タ
ジ
ア
ム
で
も
購
入
で
き
ま
す
。

　

詳
細
に
つ
い
て
は
、予
告
な
く
変
更
す
る
場
合
が

　

あ
り
ま
す
。

高知ファイティングドッグス vs 徳島インディゴソックス

問 （市）教育委員会 西土佐事務所 （52）1110

 三遊亭歌橘 独演会 　

歯
切
れ
の
よ
い
噺
っ
ぷ
り
で
、
高
座
だ
け
で
な

く
バ
ラ
エ
テ
ィ
番
組
で
も
大
活
躍
中
の
「
か
き

つ
っ
ち
」こ
と
、落
語
家
三
遊
亭
歌
橘
さ
ん
の
独
演

会
を
開
催
し
ま
す
。

　

日
　

時
　

６
月
12
日（
日
） 

15
時
〜

場
　

所
　

西
土
佐
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル

出
演
者
　

三
遊
亭
歌
橘
、三
遊
亭
歌
扇（
二
ツ
目
）、

　
　
　
　

翁
家
和
助（
色
物
）

入
場
料
　

大
人 

　
　

１
０
０
０
円

　
　
　
　

高
校
生
以
下 

５
０
０
円

チ
ケ
ッ
ト
販
売

　
　

西
土
佐
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル
、西
土
佐
総
合
支

　
　

所
、市
立
中
央
公
民
館
　

ほ
か

西土佐ふれあいホール自主事業

中学部 作業学習（農耕）
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医
師
診
療
担
当
日
● 

受
　
　

付:

８
時
〜
11
時

● 

診
療
時
間:

９
時
〜

５
月
１
日
か
ら

月 火 水 木 金

内　科

外　科

整形外科

脳神経

外　科

泌尿器科

午前

午後

午前

午前

午前

午後 急　患　の　み

休　　　　　診

（第1週休診）

（禁煙
外来を
含む）

初診
初診

初診

再診

再診

初診

再診

再診

休診休　診

再診

再診

再診

再診

初診

再診

再診
樋口佑次

樋口佑次

樋口佑次

樋口佑次

樋口佑次

樋口佑次

（紹介患者のみ）

第2

第4

樋口佑次 
筒井章仁 

樋口佑次 

筒井章仁 

樋口佑次

鷲山憲治 

鷲山憲治 

国立高知
病院医師

第2

第4
西村光太郎

竹田修司

竹田修司

宇都宮俊介

河内　通

伴　昌幸

（川田祥子）

石井泰則

坪屋英志

川田祥子

（伴　昌幸）

宇都宮俊介

河内　通

伴　昌幸

（川田祥子）

石井泰則

坪屋英志

川田祥子

（伴　昌幸）

宇都宮俊介

河内　通

伴　昌幸

（川田祥子）

市
民
病
院　

☎（
３
４
）２
１
２
６

市
民
病
院　

☎（
３
４
）２
１
２
６

あ
な
た
の
お
住
ま
い
は
つ
い
て
い
ま
す
か
？

住
宅
用
火
災
警
報
器（
煙
式
）の

Ｑ
．
購
入
し
た
け
ど
、ど
う
や
っ
て
取
り
付
け
る
の
で
す
か
？

Ａ
．
取
り
付
け
方
法
・
位
置
な
ど
は

　
　

説
明
書
に
書
か
れ
て
い
ま
す
。

　
　

ド
ラ
イ
バ
ー
な
ど
の
工
具
と
天

　
　

井
ま
た
は
壁
に
手
が
届
く
脚
立
　

　
　

や
ハ
シ
ゴ
が
あ
れ
ば
簡
単
に
取

　
　

り
付
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

Ｑ
．
台
所
に
は
必
要
で
は
あ
り
ま
せ

　
　

ん
か
？

Ａ
．
設
置
義
務
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

　
　

あ
る
と
安
心
で
す
。
そ
の
場
合

　
　

は
、熱
式
を
お
勧
め
し
ま
す
。

設
置
期
限
は
５
月
31
日
ま
で

よ
く
あ
る
質
問

皆さまお誘いあわせのうえ、ぜひご観覧ください。（日程が変更になる場合があります）
６月～９月 各種スポーツ大会（市体育施設利用）６月～９月 各種スポーツ大会（市体育施設利用）

６／  ５（日）
　　〃
６／１１（土）・１２（日）
６／１２（日）
６／１８（土）
６／１９（日）
７／  ３（日）
　　〃
７／１０（日）
　　〃
７／１７（日）
８／  ６（土）
８／１４（日）
８／２０（土）
８／２１（日）
８／２１（日）・２８（日）
９／  ４（日）
９／１０（土）
９／１０（土）・１１（日）

運動広場
安並アリーナ
安並アリーナ ほか
安並アリーナ ほか
四万十スタジアム
安並アリーナ
安並アリーナ
四万十スタジアム
安並アリーナ
具同体育センター
具同体育センター
四万十スタジアム
四万十スタジアム
四万十スタジアム ほか
安並アリーナ
運動広場 ほか
安並アリーナ ほか
四万十スタジアム
安並アリーナ

高松宮賜杯軟式野球１部予選大会
ビートスカッシュあらた杯
中学校県総体幡多予選大会
フジカップ家庭婦人バレーボール大会
高知ファイティングドックス公式戦
四万十市体育協会長杯バドミントン大会
家庭婦人バレーボール夏季大会
四万十市長旗杯軟式野球大会
協会会長杯ソフトバレーボール大会
中村クリニック杯９人制女子バレーボール大会
四万十市体育協会長杯ミックスバレーボール大会
高知ファイティングドックス公式戦
高知ファイティングドックス公式戦
第２０回幡多信用金庫理事長杯小学生野球大会
幡多総合武道祭(剣道）
第８回幡多地区球技大会
高知県家庭婦人バレーボールいそじ大会
高知ファイティングドックス交流戦
県高等学校バレーボール夏季大会

期      日 会       場大      会      名

■問い合わせ先　(財)四万十市体育協会（市民スポーツセンター内） ☎（34）2071　

消
防
法
・
条
例
が
平
成
18
年
に
改
正
さ
れ
、
設
置
猶
予
期
間
で

あ
っ
た
５
年
間
も
残
す
と
こ
ろ 

１
ヶ
月
を
切
り
ま
し
た
。

　

消
防
署
で
は
、こ
れ
ま
で
に
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
普
及
広
報
活

動
を
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、設
置
率
は
ま
だ
ま
だ
低
い
の
が
現
状
で

す
。

　

住
宅
火
災
に
よ
っ
て
亡
く
な
る
方
は
、就
寝
時
間
帯
が
多
い
こ
と

か
ら
、す
べ
て
の
住
宅
に
警
報
器
を
設
置
す
る
こ
と
で
、火
災
を
早

期
に
発
見
し
、逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
こ
と
を
目
的
と
し
て
、設
置
が
義

務
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。取
り
付
け
は
、寝
室
に
使
わ
れ
て
い
る
す
べ

て
の
部
屋
に
必
要
で
す
。ま
た
、２
階
以
上
に
寝
室
が
あ
る
場
合
は
、

煙
を
早
期
に
発
見
で
き
る
よ
う
階
段
部
分
に
も
必
要
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

県
内
で
も
、警
報
器
を
取
り
付
け
て
い
た
こ
と
に
よ
り
、火
災
を

未
然
に
防
げ
た
実
例
も
あ
り
ま
す
。ま
だ
、取
り
付
け
て
い
な
い
方

は
、早
期
の
購
入
、設
置
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　
　

四
万
十
消
防
署 

☎（
３
4
）5
8
8
1　

西
土
佐
分
署 

☎（
5
2
）1
1
4
3

第2
第4

第1
第3
第5
濱川公祐

休診

平
成
23
年
５
月
号

30



★
人
権
さ
ま
ざ
ま
★

人
が
人
ら
し
く

人
が
人
ら
し
く73

　

江
戸
時
代
に
な
る
と
、
北
海
道
は

松
前
藩
の
支
配
下
に
な
り
、
ア
イ
ヌ

民
族
は
徹
底
的
な
差
別
を
受
け
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

　

藩
で
は
、家
臣
た
ち
の
給
与
を
、ア

イ
ヌ
と
の
交
易
で
支
払
う
こ
と
を
考

え
ま
す
。が
、そ
の
権
利
を
本
土
か
ら

来
た
商
人
に
丸
投
げ
し
、
利
潤
の
中

か
ら
知
行
（
給
料
）
を
与
え
ま
し
た
。

そ
の
た
め
、
純
朴
で
金
勘
定
に
は
疎

い
ア
イ
ヌ
た
ち
は
海
千
山
千
の
武
士

と
商
人
た
ち
に
、
息
の
根
を
止
め
ら

れ
る
く
ら
い
絞
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と

に
な
っ
た
の
で
し
た
。

　

「
ア
イ
ヌ
勘
定
」と
い
う
ご
ま
か
し

が
今
に
記
憶
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

た
と
え
ば
、
―
一
〇
を
数
え
る
時

「
一
」の
前
に「
始
ま
り
」と
い
う
言
葉

を
入
れ
、「
一
〇
」
ま
で
い
く
と
最
後

に
「
終
わ
り
」
と
い
う
。
こ
れ
で
物
々

交
換
す
る
と
、
実
際
に
は
「
一
二
」
と

な
る
。
ひ
ど
い
と
き
は
「
五
」
の
次
に

「
真
ん
中
」と
い
う
言
葉
が
入
る
こ
と

も
あ
っ
た
―
と
い
い
ま
す
。
文
字
を

持
た
ず
、
ろ
く
に
計
算
の
出
来
な
い

ア
イ
ヌ
相
手
は
、
こ
れ
で
通
じ
た
と

い
う
の
で
す
。

　

そ
ん
な
や
り
方
で
年
貢
も
決
め
ら

れ
、
た
だ
で
さ
え
厳
し
い
取
り
立
て

の
う
え
に
、
二
割
三
割
多
い
こ
と
は

当
た
り
前
の
こ
と
で
し
た
。

　

ア
イ
ヌ
た
ち
は
、耐
え
か
ね
て
、何

度
と
な
く
叛
乱
を
起
こ
し
ま
す
。
　

　

中
で
も
「
ア
イ
ヌ
三
大
蜂
起
」
と

よ
ば
れ
る
戦
い
は
、そ
の
度
に
ア
イ

ヌ
の
力
を
弱
め
て
い
っ
た
よ
う
に

思
い
ま
す
。コ
シ
ャ
マ
イ
ン
と
か
シ

ャ
ク
シ
ャ
イ
ン
と
い
う
英
雄
の
名

が
歴
史
に
遺
っ
て
い
ま
す
。一
歩
も

引
か
な
い
戦
い
に
武
士
た
ち
は
戦

術
を
変
え
て
、
和
議
を
申
し
入
れ
、

仲
直
り
の
酒
宴
を
催
し
、酒
に
酔
わ

せ
て
殺
す
と
い
う
手
を
使
っ
た
こ

と
も
あ
り
ま
し
た
。そ
ん
な
事
件
の

あ
と
、取
り
立
て
は
一
層
の
厳
し
さ

を
増
し
、
多
く
の
者
が
餓
死
し
、
奴

隷
に
ひ
と
し
い
扱
わ
れ
方
を
さ
れ

ま
し
た
。

　

ア
イ
ヌ
の
文
化
に
は
文
字
が
あ

り
ま
せ
ん
。狩
猟
や
漁
労
が
主
体
の

暮
ら
し
で
し
た
。温
厚
で
他
人
を
疑

う
こ
と
を
知
ら
な
い
民
族
を
、和
人

た
ち
は
、野
蛮
で
愚
か
者
の
集
団
だ

と
決
め
つ
け
て
き
ま
し
た
。

　

大
和
民
族
と
は
、全
く
違
う
文
明

論
を
持
ち
、
自
然
を
崇
拝
し
、
素
朴

で
嘘
の
無
い
民
族
な
の
だ
、と
日
本

の
国
会
が
認
め
た
の
は
、二
〇
〇
九

（
平
成
二
十
一
）年
の
こ
と
で
し
た
。

　

ア
イ
ヌ
民
族
へ
の
研
究
は
ま
だ

ま
だ
こ
れ
か
ら
な
の
で
す
。
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「
お
誕
生
お
め
で
と
う
」
、
「
ご
冥
福

を
お
祈
り
し
ま
す
」
の
コ
ー
ナ
ー
へ
の

掲
載
に
つ
い
て
は
、
ご
家
族
の
希
望
を

聞
い
て
掲
載
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

掲
載
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、

　
　

（
本
庁
）
市
民
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（
３
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１
１
１
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ま
で
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ず
ご
連
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く
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広聴ファックス

広聴メール
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フリーダイヤル し こ く ななはちなな

み な さ ん の 声 を
聴 か せ て く だ さ い

　｢開かれた市政」を推進するため
に、市民の皆さん一人ひとりが持っ
ている市政に対する意見、提言や要
望、苦情などをお聴かせください。
　

四万十市公式ホームページ
上に設けています
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